
ド号
嶋 中 4

，
 .
 

.  ‘  
1  

-
吋
・
司

. ‘ . 、 ，  

- h ・j ‘、-隣 F . F ，，- i i 一

6 ・.、 - a E 、 A V

9 ! ・

. 岬 :d ，R九 .  

.  勾 .‘ 」ゐ'一

』 4
. .

 、，、 、 -巴‘A

，  

d - 、 ‘- - 包 .， e b



明

治

行

幸

史

料



t
掴

"

R

E

司

ZU川相
l
i
ll
e

-

-

7

t
1
1
1

1
1
1
1
A
l
i

-マ
J
Big-
-
Jー
一
ー
ト
ペ
，
lill-
j
I
lli--
!
11
1
14，l

目

!

a
-

・二

l
lf
i
l
i
-
-
F
li
l
i
-
-
--ー
ト
l
ト「
lj
ell
i-
-
-

ノ
〆

ノ

7

1

e

F

N

一

ムバ
一一社
司
汁
け
1
J
I
l
l
J
I
l
l
j
l
一

小ーぷ

r小
村
い
い
わ仰い

ιド
げ
レ
h
Llk十

圃

-
f
l
s
平

士
J

川
島
炉
坊
・
川

e

一

一川，川
井
川
ト
ー
は
い
同
，
ー
は
ト
怜
い
除
凶
ほ
vakhγ
友
い
」

4

仰
・
乞
話
す

港

付
帯
一
人

Y
2
7
春
、
ず
て
巡
査

ハ
橋
詰
こ

J

一
寸
一

酔

ゾ

γ
r同じ
に
ピ
ド

M
U陸
い
い
昨
喧
同
体
市
十戸
い
一戸
作

hm-

と
'
b

、工ム

持

二

十

分
h

宮

崎

村

「

府

、

υ

輩
"
~
豆
事
L
J
一白

す

y

一

im
ぃ

体

斤

ト

セ
ラ
レ

ム

時

=
一
十
土
問

一

灯

府

荷

量

六

時

v
月

一

陣
「

4m
者
|
津
川
除
い干摩
」h
-

寸
い
怖
いい
VJ井
坂

，
y

一

一
り
万
一
府
庁
非
行
込

豆
程
一

呈
F

一一
寸

四
丁
.
一
一
井
上
い
ソ
ゲ
、
-
一
え
十

一1
一目

4
7

巾

I
E$
lail-
7
11』
園

五‘
I
H
d
li
f
--日

'ー

ζ.' ， 
， . 除

，守 -

) ~ 

記日埜通御蔵所 Er~l J照川石



一f ' 

許。 、る隙早町方れ時 、官担u凶日ーさ
さ克笹を 1良きこを 、二少及境抑年

れ人付以りと十行五十占Pf司 び 川 暁九
き家のでのと八在時分 御へよ月
o の 青の庭質問所三宮主先御り二

沿にをな越驚尺す分村去 後輩 天八
道は立ら中入友。同へ 部。、日
の細 てん地りり 管 所'.~II をー此山
人を、 。はた。轄御着整人
家張 之 管道 り境境 護輩 型車 境時海の
はりに轄路。川よ輩、 駕 川
、七 境も荒 以り 、九 を I~色 l 了で;¥

間拝芸よ宜し西泊ムハ虫配置ぷ橋の元E空 IS-: 

旗見 こりし警は警時東掛迎手も !た言三? 及人細泊く 者jl 泊太 し
びはを騨 、地て 在騨 由 響 、前
角者[1張迄殊路御所へ方 ，7:.ロE巡 K し
叉て渡のに悪車馬迄御を~ウ茅ーヒ 方さ
は細 し御時し Jf-l. 靖 御をは宍後午
丸 の て 道刻 くに 程 詮 小 奉選橋!際
の 中間筋も、て一、休 詰 五

挑へ意雨遅魚 、良ー1 fJ~ 所3H!.ーk・令時有『
灯 入を側は め御一束 とす ニ大管"'
にる表』とりに道十耐せ。十 書轄g

叉;)、を 製石あの し 騨 以 誹るつ し 俸所或日
は串立校 j止〔 り A芭~♂I 。 入西町 あ て 。げに は 主主
思校 て生 等

。 。i' 口境己 り ‘叉たね:械を
直及 、佐へ叉該し迄 村 友。大経11 る白等描
lr~ び 1ι:L は倒拝村立は迄る此き道 家のの が
相苛宮 笹 境る見の銑左御 l乞溢友筋も峨暮 き
川六村 L 人出の 程道 よはる所 あ を 庖
之村 十 のあの 口地に筋り 11:1;揃 k り立木前
を共名 入り内に なもの 、地 vc tc 0 てにに
づ|他 百十日 。供於 し 雨拝 vc71'<. 、且 、捜義
率二 宛に執 奉 てと塁Jι 側見しを飲官境花!匂
し ょ 、 、れ官小 云 けに人て出水崎村をせ
て ニ 境境幸もの児ふ は 左 、せ並村 ・ 製り
奉三町村村 馬人 κ 古 老も僅りに拝認一 し。
迎 よ 叉ひに 力は 若あか。馬見 て共

す 2りはに狼車あ露支るに叉口人書出内
。 官太し aJl のら ま山鹿洗は し境ー
徒崎平て し 震tz紘じ海々水榊習と村
あ 村村傷魚 、 め 列と のに とを せに
り主主と 路陀官随 し 思問恨 書 所・ 鏡 りは
。 の記せ傍挽 111奇分、ひに使 し 持倒:。挑;J.J 
執閉しゃ。 のき村拝境の並所たす及叉
れ K た ー倒を見村タ卜 列をるるび村の
も は る 段さ御人 よ 、す設掲 も市1[1 中上
教関槙 低 る護 も り 境る け ;傍の沼教へ
師 日月 Îb~ き L 控彩 泊 川 村たあ多を グ松

明

治

行
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以迄を刺て新津奉許 し黒は執山 J容所 i皮脚 1
下の落山 、調町辺! も二部 、れ新校郵相夫
の l践し村共の入せあニ 川 道も村生使成友
如業 、 i乞形洋 口 しり日原市御選管局たり
女を落は rg 服 l乙女。騨市に村園に よる と
子主主ちイ!史子をも生執 は ・ 放は い り K 答
にした小の 滑該 徒れ K 精前1

1
毒を三小出H4

、ふ
て、る屋 IH し 所のもも 村持 rUJ ~ 右。紡入相を立 、の内数百/)、共 のるは然
航路を製 l乙女 小 に師妥皐他す右援 K 設れ
平機年村 J習し f針~I~ 子 製 は t亡 、校数。の 付 芝に 、、 は生 、て布共村ご生に、郵
主宰は春是た洋徒緋 引 施他の百徒紅右使方

の路 t亡にり服轄の率川教生市凡白人局陵
てて o K 列袴せ・校徒牒， の井の 11未

業傍器Ji苅 緋 し を し )-;-
凶
・ 旗短配なを l亡を揚 のて着友貝の基よ五を銃建る

話床取げ 袴奉しり 川 生?り百持は人故
しをり し を迎た。の徒四東名し郵に

露骨、稲 着する克 川 音百誇る凡使相魚

t亡 、玄を し るもも原の名
3十
つ二局違津

米柏扱 たにの片 K
(J) ~-j- f"c:て百へ無許入 ーi-K る、あ貝も E:!!; IH掛、名和之察

t山製に も男り 川 凡を蹴る男計渡段器
五すて あ子。原千翻し間子 、す 、へ
』三歳る籾 つは魚、に人へ ‘、には布rlJ 0 同 引

甚御時午三本十 と 汰へ拝十部巡二此等暫
Vl託ノl、制l育在日寺 日 ーすに組制名儀11:十日 の日寺
方休野七頃は年るイサ走人 K イ丈六名巡業御
を 。立時よ朝 7C も 、すの 、の十 、査を寧

行在
7L 。二 り よ 月の配る 内魚前名古の天を
時八 十 大 り 三あ世 も 、荷主後を 山 配覚留
Ni-十時分 f'C 6?= 十 ら のの ~l:l 特に 加l 幹世に め
と分五魚眼 り 日 ば巡あ t乙察立へ察は供ら
せ同十宇佐 し

、
芭ヨ足り は器って器

、
しれ

ら月Ji"ぅト騨
。 寸・ ナJ K 。再のて例Iの昨奉天

れ街l滑行 一 にて大び巡之道巡回れ EE。11護 川 在 時 之愛 K 拝査を筋在の り あ
主EZ作騨 Ni- Ji を に砕[J 1，四十指へ二方 。

休 へを 制 注目せ名:J1fl配十法
。

あ十私11答p ノ
J
、
J J.I::意陣んを し世名を 叉

り 時靖護 頃 せせ り と ;111 、 しを己士 ttiI o 7)，持経 よ し し と へ夜 、 当| め 木
7k橋 、 、 り めめ友裏

j萱
て件カ11 揚 ヰナ

橋騨竹八 車問 り 、 る 立は納げ魚津、 十亡
騨へ ~I_I 時 i:河 。不f廿よ;評 1+1 て
迄 illi[J 111ft 笠 降 川

3j4fi
りせ張ム河

u 
之堺 も

の渚ー三木 業 儀し巡 . れ察
旦殺到i村 し を よ伎む 3E辻に者 扱
1q. 、方に 、

震 り (J) 。のの IH の
、

J=1
'1. 
瀬院 てに

暫
て 午 さ経[J 前 内三張巡 1必

後 ん沙詮 二替の益 f官
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の
門
は
御
杭
輿
K
召
換
へ
さ
せ
ら
れ
、
九
時
三
十
五
分
持
掛
村
へ
御

活
輸
、
本
体
寺
に
て
御
小
休
。
同
時
凶
十
分
間
所
御
殻
部
品
、
九
時
五

十
五
分
三
日
市
騨
へ
御
渚
輩
、
嶋
直
一
や
方
を
行
在
所
と
せ
ら
れ
、
同

所
K
て
御
萱
休
あ
り
。
一
例
騨
よ
り
首
行
在
所
迄
の
里
程
四
果
六
町
五

午
後
六
時
泊
騨
へ
御
渚
部
品
前
人
民
雑
啓
中
、
東
京
府
下
航
松
町
杉
以

期間士口
、
大
坂
府
下
高
津
町
白
井
松
衣
郎
な
る
者
、
拝
見
人
の
所
持
せ

し
紙
入
を
鞠
扶
せ
ん
と
す
る
を
、
泊
分
署
詰
巡
査
に
て
之
を
認
め
、

直
に
捕
純
単
一
日
出
す
に
付
、
直
に
魚
津
山
容
察
署
へ
引
選
る
。

十

一
年
九
月
二
十
九
日

本
日
は
挑
暁
よ
り
曇
る
。
七
時
三
十
分
の
頃
よ
り
雲
晴
れ
、
藤
原
新

村
の
越
よ
り
立
山
の
眺
望
大
に
宜
し
。

午
前
七
時
泊
騨
行
在
所
を
御
殻
輩
、
八
時
十
分
入
膳
村
へ
御
着
常
、

米
樺
紋
三
郎
方
に
て
御
小
休
。
八
時
十
分
間
所
御
護
部品
、
黒
部
川

此
日
巡
査
の
配
置
は
、
魚
津
特
察
署
の
巡
夜

十
名
を
以
て
御
泡
へ

配
置
し
、
出
張
巡
査
二
十
名
を
儀
伎
の
先
に
立
て
、
叉
三
十
名
を
儀

伎
の
後
締
と
し
て
、
加
納
入
等
m
幹
部
・
河
合
九
位
守
山
管
部
・
辻
九
位
守
件
部

に
て
之
を
指
抑
し
、
夜
中
行
在
所
の
性
街
は
、
出
張
巡
五
二
十
名
を

以
て
之
れ
に
充
つ
。

叉
飲
水
・
馬
口
洗
水
及
び
恨
便
所
等
も

所

々
に
設
け
た
り
。
黒
部
川

に
は
新
た
に
船
橋
を
架
渡
し
、
通
御
を
使
に
す
。
拝
見
人
多
く
、
小

川
・
川
市
部
川
・
布
施
川・
片
貝
川
の
川
原
に
は
充
満
す
と
雌
も
、
共
他

村
市
中
を
除
く
の
外
、
官
道
筋
K
は
飴
計
に
見
首
ら
歩
。
査
し
混
雑

せ
ざ
る
椋
該
医
長
K
於
て
杭
立
せ
し
も
の
友
ら
ん
。
三
日
市
騨
拝
見

人
の
内
、
短
銃
を
映
に
し
た
る
も
の
あ
り
。
供
十
本
官
民
陸
軍
少
尉
銑

少
幹
部
梶
川
十
左
街
門
に
て
之
を
認
め
、
取
調
べ
ら
れ
た
る
に
郵
便

は
大
友
る
松
の
金
栽
を
応
到
へ
品
売
出
し、

一
柳
澗
・
鏡
餅
を
絡
げ
て
肌

せ
る
あ
り
。
魚
津
町
に
も
一
利
潤
・
鏡
餅
を
捧
げ
た
る
家
は
部
山
友
り
。

共
、
御
馬
車
は
昨
日
よ
り
利
綬
か
な
り
。

泊
騨
行
在
所
よ
り
以
凶
、
魚
津
騨
行
在
所
迄
の
御
道
筋
、
青
竹
に
七

五
三
縄
を
眠
り
た
る
と
と
等
昨
日
の
遇
、
叉
滑
道
の
人
家
は
執
れ
も

柵
を
椛
へ
闘
旗
を
掲
ぐ
。
挑
灯
叉
は
行
燈
等
を
山内
せ
り
。
泊
脚
に
て

十
七
聞
な
り
。
正
午
日
市
行
在
所
を
御
護
章
、
午
後
一
・
時
五
分
持

光
寺
村
へ
御
靖
輩
、
大
徳
寺
に
て
御
小
休
。
同
時
三
十
分
同
所
御
強

輸
、
二
時
二
十
分
魚
津
郡
行
在
所
寺
崎
興
一
郎
方
へ
御
着
殺
。
三
日

市
騨
よ
り
魚
津
騨
迄
の
虫
税
=一
昭
一一九
町
十
六
問
一

一パ
、
本
日
御
行
程

都
合
七
史
十
六
町
十
間
尺
な
り
。
本
日
は
道
路
4

ん
も
宜
し
け
れ

明
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行
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凶

に
至
る
。

十
一
時
十
五
分
水
橋
脚
行
在
所
を

て
左
右
の
地
低
く
、
放
に
此
問
は
拝
見
人
も
少
し
。
富
山
町

K
入
り

五
町
十
四
間
三
尺
五
寸
友
り
。

友
し
。
水
橋
よ
り
市
山
町
迄
の
道
路
は
‘
常
願
寺
川
の
堤
な
る
を
以

御
翠
輩
、
同
時
五
十
五
分
町
袋
村
地
内
字
聖
人
松
に
て
暫
く
御
野

立
。
午
後
十
二
時
五
十
分
町
新
舵
村
に
御
着
殺
、
草
野
耕
多
方
に

τ

御
小
休
。
一
時
間
所
を
御
護
輩
、
二
時
富
山
町
へ
御
渚
控
。
一
…
側
部
…
則

酬…町
一唱
山川可
制…松山
判
同
所
に
て
は
東
四
十
物
町
中
間
清
子
方
を
行
在
所
と

せ
ら
れ
た
り
。
水
橋
騨
よ
り
富
山
町
迄
の
虫
桂
三
里
七
町
二
十
一
間

て
は
拝
制
人
充
満
せ
り
。
行
在
所
近
傍
に
至
り
で
は
立
錐
の
地
な

く
、
立
呑
の
巡
抗
制
す
る
も
カ
及
ば
歩
、
遂
に
竹
の
相
を
腿
倒
す
る

思
校
生
徒
は
早
月
の
川
原
に
整
列
し
、
品
川
川
及
び
水
橋
騨
の
村
端
に

二
尺
五
寸
。
本
日
御
行
程
都
合
六
里
十
二
町
三
十
六
問
な
り
。
道

路
は
可
た
り
宜
し
け
れ
共
、
御
行
程
近
き
を
以
て
の
故
か
、
御
馬
車

も
出
頭
し
、
毎
校
共
校
旗
の
小
形
な
る
を
掲
標
す
。
宮
山
町
に
は
小

は
徐
k

と
し
て
御
通
行
あ
り
。

思
一
生
徒
二
一
十
人
充
は
臨

k
k
見
受
け
た
れ
共
、
校
旗
を
抗
標
す

る
等
の
事
な
し。

富
山
行
在
所
へ
御
渚
轄
の
上
、
大
限
参
議
御
代
見
と
し
て
、
病
院
井

に
師
範
皐
校
へ
御
巡
覧
あ
り
。

本
日
巡
抗
の
配
置
、
水
橋
以
来
は
魚
津
特
祭
器
の
巡
査
二
十
名
、
富

山
特
療
器
の
巡
す
計
十
名
に
、
出
張
の
巡
査
六
十
名
を
加
へ
、
水
橋
以

魚
津
騨
行
在
所
よ
り
以
西
、
富
山
町
行
在
所
迄
御
道
筋
宿
騨
K
は
、

必
歩
柵
を
椛
へ
、
早
月
川
以
東
は
都
て
雨
側
へ
七
五
三
縄
を
張
れ

西
は
魚
津
件
祭
器
の
巡
査
七
名
、
富
山
号
察
署
の
巡
査
二
十
玉
名
に

出
張
の
巡
芥
六
十
名
を
加
へ
御
道
筋
へ
配
世
す
。
宮
山
町
に
て
は
、

何
ほ
加
ふ
る
に
高
岡
山
行
察
署
の
巡
夜
七
名
を
以
て
す
。
夜
枇
一一
井
に
警

り
。
魚
津
騨
の
外
滑
川
・
水
橋
等
の
人
家
は
、
御
園
旗
を
摘
出
す
れ
共

挑
灯
は
義
出
さ
十
。
飲
水
・
馬
口
水
・
仮
便
所
の
設
は
、
所

k
k
之
れ

あ
り
と
雌
も
、
早
月
川
以
東
に
比
す
れ
ば
梢
疎
左
り
。

部
指
揮
の
方
法
は
昨
日
の
通
り
。

此
夜
行
在
所
前
人
民
の
群
集
す
る
と
と
甚
敷
、
依
て
要
用
を
帯
び
た

魚
津
騨
よ
り
水
橋
騨
迄
は
、
宿
騨
中
は
勿
論
人
家
泣
き
所
と
雌
も
、

る
も
の
L

外
通
行
を
指
mm
む
べ
し
と
宮
内
省
よ
り
の
御
沙
汰
を
受

官
道
の
雨
側
陀
は
拝
見
人
羅
列
し、
4

ん
も
水
橋
は
矯
め
に
立
錐
の
地

け
、
仮
に
細
践
を
以
て
通
行
を
支
へ
し
む
る
に
、
午
後
八
時
頃
瞥
硯

本十 の市等如陀止民あり建在本
日一間過郎本友中後期 辞む群 りはせ所部
は1.1'-然並外日るにれ群硯べ集。叉ら前の
初I~ 十 11:: 1'1::十好!?べ立て集本 し 喧 加之 る復指
暁月被 i度五負しつ参 す部と 操車内を。た闘
よー思船人群11 0 て着るへののは義故喧な
り日召へ溺岩 夜のは l:l!， 官官主瞥 1~q， f1:: ，操り
快 、来死木 を者、顕内め開く前 、と
fff，J' 溺込す村 明は蓋し省、本べの宮て
o ~み o nilll か‘し、よ~.部しがl 内
者し右過 し該飛終り上のとく省特
のよは 川 、地!lj;~ K 被移11 命、取よ腕
遺り御渡 型 .t乙或往達艇を此計り巡
族 、:ill! 舶 日止は 予|ミた事It 以 際ひ元主主
へ河合 較場 の宿越をり被て巡しの K
金箆拝に 通す r~t 謀。矯復視に如て
五法制於 街lべ園留依在共の、〈布
拾遂せて をきとむつ K 縄カ日午往の
固にん 、 拝族雌るて イサーを納 後来細
思此と官 観;亭もに様、取八十発を
)W} VC の!艶 せ及、決野監rr 除等時留 1fJ平
せ至一村 ん〈山せ七然け瞥件のき
らる念山 と、入り等位し部四儀た
る 。 よ口 特需の 。嘗 来 K へ本をり
。深り千 つめ村該部を、指部復。
く、失 もに落所直義人闘よび行

回付間凹石御休を程接笠時 新ー て御< ~1::午
は邦五 m 動滑 0 各11 は校間 三 、は小パて前
別見尺 三行持同護六へ之十 十佐休時 臨七
段人五町在 、時 輩 JH御幹分時附有 時時
早も寸 二 所島問二士着方に十伊弓早御宮
き和友十道問寸-一一較に御五作 分ノj、山
と 7躍り七林七五時 n日、暫張分方九中休町
云き。 fl¥J寺郎分三二此時輩ノj、を時 o 行
ふゆ 中 三 へ千に 十以所御、 杉御三重央在
K ゑ茶パ御方向五五に休 イー 新 IJ、-f・村 服月!i"
あ 、 屋 、着に所分 寸て 。 ー町引く分 山 を
ら例l村本輩てを立た各11十時停11 所 kal乙御
や馬 よ円 た暫御野り笠二二 t1、と 悶 'ft守は張
o J.j1 り ið'II り〈琵村・ 。休時 十 f* せ抗 措 .f~11 較
は IJ、行 o .f~11 輩へ午あ三五所 ら 寺
少杉程高小、修11 後り十分寺れ村島監同
し新 合同休三若一。五に林 、へ崎判所
lj.1.町せよあ時 輩 時宮分大清問答11 七 設σ〉 愛
め迄てりり三、五山高門悲時着左 宕
tJ.はー!‘今。 十 長 十よ岡新方間 知術あ 町
れ、盟石五分久分り行町へ十あ門れ共 大
共道三勤時四王寺高官;在へ例l分り方 間
路町迄二十に問所所御着同 n K 御知
高腕三の十高て行迄育清新。 所此て駐 J/.t
問狭十車分村御在の英 替 御所暫誰千
以 K )L 程今へ /j、所長ノj、、 十護にくな方
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liiJll列名は大事啓ノj、〈 れには り側家けて官
泊せに奉門校穿甚k杉、 iもjljl 在来r 、 共は~!!r; 拝 山
川 り及迎に生 犬共 つ白完軒都之税 問T
及。ぶ し も徒ナ 他司7 通ての 端てと人
び へ女四は所 f'j 川 は 7放政抑をに抑制kを開ー
大 〈生-凹手もJ 高花原 、 図も道
門 し 徒李主 問所 K 昨十み主族、零門 町
の ては名十之町よ群 夜 1斑た二を底 今

充人しム今り集ょをる細 tU k 
日J3港 町 苑な石央 しり掲 Tを し長出動
l乙赤す 、り 却J服 、行 げ てさ lliJ
て き。端 。 山 該在 、 011 医 f泥水ぎ等
は 加::;tへI:l'r 官山 等K 昨」 川 所貫主:れ 意民るの
、 を該 OIJ もの広〔近に 111:1: 。を口とがl
漁 建所五数 拝問の傍見あ叉表洗 とき
夫ては は践に事りす 7k':L宿
指占 、生列島 翻道き夜な。 凹 。を 制 騨

及 各徒 し、 に 群人 EKEE1も2 を り 叉 -1-- 高/JII し に
び組の 附明き大同せ 、は
舵 数数高室 集側めし。 門村 積り野 、
な 員も岡 しにI'C l'と拝 n.:I'C FEI '0 問笥:
ど に ~fì 町士 、充立る視 川 は町叉に戸
を て んに ~i的釘J~ 者共 人の鏡に泊て柵
猿 引 どは示 めせの 官橋倒は道はを
る 率千男;0ノ〆 K り 地、山上 を 、の 此 刷:
の 整儀子 . 雑 o "主執町に飾閑人設へ

1t-T 11侍字午本十に官本所巡勤へ十本御 11.(業
にを五前日- ~1 1 佐日夜夜存 、名目主指t等を
召 fj.jJ間六拶1¥ 0三成イ1'1午幹六察高 、担 、話
さ越橋 時 EFC 十 、 前の十務岡高孫の総!し
せ し -1:tll 凶よ n 高大蹴五方名のよ悶の Ir，~ てて
ら、野十り二同 時法を巡り特配 、悲一一御
れ八立分晴日御樫コ〆仲iii はカ日夜今 経 世斜J~ ~~t 
時 f!ij.今天 王L~ ~. : ~J， R'Fへ七石持は IJ、のに
九三へ石。 休 議:山日て名田Jの‘休 )1国入
時十指勤 rl:1記 町 の f~ïl 、 迄巡官所序.rL
二分移11行 l乙官・瑞t立i五iζ通・lli金は茶 山 の を 、
十 }L 。在 同熊 り ifJj t輩 、十よ向迫戸
五折夫所 所時空。へ郡高八りひひ破
分 村よ各11 へ大 、 ~jC 一間名前 fZ:天 村
竹 へり護奇t 活菩i; 世件特に問て p~ r乙
橋 iX!I f111 i)'t ~tl 堂品 大川PJ.{ す捺~~ 、迄は l亡て
!際 :mt夜 、 成官 。若者 /u は築 供は
例J~:古 典八 る等主ij〆我z、 幹 のの張官柴し良ノ、z 
小 o l"l:時 。 、. 部巡巡の山し.1'と
休同被話 十 伏 IR11 の宜主主也容5 てり花i
所所 分 木 川 指 十 十指察奉。扱
*fA ~と召天 港内 部名八六岩迎 凹き
川て 換 川 へ務 方に名 十 のす十車
紅f叉 、越 1j.jl大井、、 45 担 。高
方御天新道 廻訟: 行 出 今を在 騨抱
へ i馬 r:rl り記 在張石刻l三 へ製

一
提
股
は
目
立
を
柿
き
た
る
も
の
な
り
。
天
川
一
昨
を
御
越
の
時
、
御
馬

り
津
幡
騨
迄
の
思
程
三
里
二
十
二
町
四
十
七
間
二
尺
な
り
。
午
後
十

一
手
乞
押
登
す
人
足
注
し
と
て

、
八
十
人
臨
時
御
原
妨
げ
に
相
成
り
、

二
時
三
十
五
分
同
所
御
雲
仙
、
二
時
四
十
分
森
下
騨
へ
御
豪
州
、
抱

一
此
人
夫
は
執
れ
も
国
へ
白
紙
の
折
り
た
る
も
の
を
結
び
付
け
た
り
。

一
今
一
色
叫
騨
は
拝
観
人
も
可
な
り
あ
れ
北
ハ
、
夫
れ
よ
り
以
聞
は
天
間
一越

一
新
道
な
る
山
間
に
付
、

沿
道
村
氏
而
己
の
拝
視
な
り
。
津
幡
は
緒
方

御
昔
日
常
。
同
時
凶
十
分
間
所
御
護
給
、
十
時
三
十
五
分
津
幡
騨
へ
御

岩
持
、
同
所
弘
願
寺
を
行
在
所
と
せ
ら
れ
御
註
休
あ
り
。
ム
寸
石
動
よ

旧
外
余
女
郎
方
に
て
御
小
休
在
ら
せ
ら
れ
、
同
時
五
十
分
間
所
御
殻

章
、
三
時
五
十
分
金
津
町
へ
若
御
あ
り
。
行
在
所
は
南
町
中
屋
彦
十

郎
方
窓
り
。
津
幡
よ
り
首
行
在
所
に
亙
る
迄
民
程
三
旦
十
八
町
凶
間

三
尺
、
世
日
御
行
程
都
合
七
奥
山
町
五
十
一
間
五
尺
友
り
。
御
道
筋

は
山
坂
、
叉
は
山
坂
な
ら
ざ
る
も
拝
観
人
多
き
を
以
て

、
御
馬
車
は

五
っ
て
徐
か
危
り
。

今
石
動
町
に
は
柵
を
椛
へ

、
町
端
に
て
拝
観
人
の
群
集
す
べ
き
ク
所

に
は
悶
側
に
細
を
張
れ
り
。
夫
れ
よ
り
天
間
越
へ
掛
り
で
は
縄
張
の

設
な
く
、
森
下
村
端
よ
り
金
樽
町
端
迄
は
雨
側

へ
組
を
張
り
、
金
津

に
は
柵
を
設
け
た
り
。
馬
口
洗
水
飲
水
等
の
設
は
底
k

に
あ
り
。
天

間
越
の
間
に
は
右
の
設
繁
く
し
て

、
二
人
の
小
児
此
側
に
立
ち
て

、

人
足
等
へ
荷
物
を
捨
き
し
慌
に
て
水
を
興
へ
り
。
叉
沿
道
の
人
家
は

執
れ
も
御
岡
旗
を
拐
げ
、
河
内
村
よ
り
竹
橋
脚
迄
の
村

K
K
は
、
曲以

昨
W
門
歳
と
記
し
た
る
角
行
燈
を
出
せ
り
。
金
禅
町
に
於
て
は
一
時
戸
揃

明

治

行

幸

史

料

ひ
の
閤
肱
を
表
し
、
夜
に
入
り
で
は
叉
揃
ひ
の
提
灯
を
出
せ
り
。
此

よ
り
川
た
る
と
見
え
、
騨
の
岡
端
井
に
脚
中
北
ハ
充
満
せ
り
。
前
問
正

三
位
公
は
、
家
令
家
扶
を
引
率
し
て
、
竹
橋
脚
と
津
幡
騨
と
の
問
に

轄
列
し
て
奉
迎
せ
ら
れ
た
り
。
金
保
町
K
は
大
樋
の
端
よ
り
拝
州
側
人

柵
の
中
に
充
満
し
、
十
山
町
は
附
側
並
木
の
外
に
は
充
満
立
錐
の
地

・

左
し
。

思
校
生
徒
は
今
石
動
の
村
端
に
川
・
五
十
名
整
列
し
て
率
迭
し、

夫

よ
り
凶
は
竹
橋
・津
幡

・
森
下山
地
に
も
凹
・
五
十
名
充
路
傍
に
整
列

す
。
河
北
郡
の
諸
問
山
下
校
は
、
森
下
の
村
端
よ
り
柳
橋
越
ま
で
片
側

κ

鞍
列
し
て
事
迎
す
。
尤
も
此
生
徒
は
忽
校
北
ハ
校
放
の
小
放
る
を
羽
げ

た
り
。
金
保
町
民
は
師
範
思
校
等
の
諸
生
徒
、
誌
の
川
橋
場
町
に
充

制
し
て
奉
迎
せ
り
。

金
川
陣
営
所
の
筋
七
聯
隊
は
、
司
令
官
平
岡
少
佐
各
将
校
以
下
を
引
率

戸七
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臨午本十り後穀周張 所 掛配 町 巡本た叉官 し
待11 前日 ー し 国巡をの置に主主日り金あ
、八 挑年 行 へ査 i堅幹す入 山 御 。樺つ箆
熊野 時暁十行在立六査部。り十道 駐ての
十よ 月在 所 番十偲以各[1て名筋 在の 11関、 橋川
大五り三所前 せ名 屯下 輩着はをの
書分4ラ 晴日へ拝しに f!lj お; 第カ11 御 諸衣場
記 入翻む、とにの二 へ瞥 奏 l乞 町

官在 民 人 。雨定詰後幹て 11iIT 任捧ょ
{氏所 の群 :ptjE 童子め めは 祭 は 官げり
IE& l:J-.I， 近 集部祭

、
南 器今

、 は銃 下
を待[1 接甚の者 向御町 の石 出 、の堤

引 あ す し指よ所巡に巡動張 執令町

率ら る 苅f り に幸臨夜よ巡 れを迄
しせ と 、方巡於 事時を り 3!E も下}Ci
て ら と依は夜て務 警 以大六 橋だ側
Ifrt¥れ をて昨十例l を 23きて本主十 場しに
の
、
防遊日名モラ取出毎ロ名 町 整

門同 ぎ路の充 11Hi扱張小迄に K 捧列

前時 た三過を方ひ所路に
、 於 銃

に三 り分り カ11 左 を 口 ~ìe ~ç てを各以
者三 十 。の 。へ取 下 設に世一 奉 て ノj、

迎聖、分l臨係
-一-円iif; 、抜堤けー し 警 抑U 敬除問、
を地行ひ町 、人 、祭 せ'日".主d2l1l 官:
縄御在 元御苑金器 らす K

上へ 張着所出屯用を t~もの オL 。士

下 り よ 本所生津屯官十該告白 金校選へ*!¥孫 K
り純削iり日へ徒 賭 在・二 部長せ着て令は
金 te御還を阜の日在 時の裁各ら御腕・階
禅思へ通停[1 率 所=ー主目 ーコー 批判 数る 、令喜前
裁校 、輩。 ゐへ大.十長所員 L 八答11 記に
~1 ' Jj 0 肢の て臨隊兵五以 へ・ と時先 て
所?坂御 門 御波卒分 下 臨義と五導芸術l
へ i国道 前。習を同臨 幸 奉 十に 馬
。 りを筋 に糾l を 91m幸。を 迎 分て向車
同叉E定 k は 奉タ尿ト 天率御 門 夫警ω の選 、士*ff
月Ij' り 、 迎 究し裂前れ 時-iJ，jl 各 り
ょ坂!民限i行 。閤ぁ 、持 K よてに o ~て下
り逝 在 三敬り持、宣伝り奉同大の !l採り
叉りへ所 時 rITIi '0 銃 上迎 金字じ書事士さ

紺屋
を入よ 三ホーを野す禅 oO記務 せ
上らり 十ノレ |時需練。公 夫官をりら
坂りせ南 分ト五し兵場 同閑九よ 1f.~ 通 j限れ
を 、 ら町 同ノレ 十て 所長jj

Zl二
Iこじ

f り鴎!F~
ごtEi口

上 有れ・ 所 ?分敬へに業ニ師をあ事 Hf~\
り問、石 御シ同脱出て !車十範寧り務内
公 Wi叉打li 護氏場し存il 午物分墜ゐてを使
国通院坂

(11丁 寧 、御、 。館街同校 て、 奏殿

へ紺 香 に委強会 此 をへ 2li-へ 門 復 Jぜ-へ
入 居 逝林 て 員 主将 樺時供臨稜言在 臨前たら渚
ら坂を坊 行.、 皆司し御 幸に使 御
せを 下 高 在諸金所令 、、、、 奉殴号。

本十東屯す本るくは御叉記旦金経霊引ら
日 ーへ所。日を 、者1¥遇 臥し つ樺て坂 町 る

雨年出 K 叉御以数て 諮 龍て閣公選過を 。
天十張於行通て高此斜l 山 掲 131 闘 fX[1 り元午
。月 し て在輩、の柵道に棋を内あをの後
凹た、所の市拝中筋はし拐のり大道は
日る金周 ~Il 見にの盤 、 げ毎:。乎へ同
巡樺図聖人訟で町十博た陸 町、所

主主以等筋民り拝々木物り
、
欝復よ

六西御取のき視にの舘 。 執 皐びり
十 へ斡締群。すは狼御叉れ f!li'公芭
名出 1iNfは集叉。 、煙駐闘も へ闇 K
と張は、 Wr: 夜共軌をs1空中紅 臨内石

交す昨金夜 ~I，I 人れ放 ~I，I の白 幸を 引

換べ日課ーよ臥員もちは名張 。 糾l 町

すき の雨り龍仇 111']' て国木交 夫通過
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岡
九
千
方
K
て
御
小
休
。
同
時
四
十
五
分
御
張
輩
、

一
時
二
十
五
分

架
生
騨
の
内
宇
木
呂
場
へ
御
着
輩
、
同
所
に
て
暫
く
御
小
休
。
夫
よ

り
御
祝
典
に
召
換
へ
さ
せ
ら
れ
、
手
取
川
を
遇
御
。
復
た
御
馬
車
K

召
さ
せ
ら
れ
、
三
時
寺
井
騨
へ
御
岩
山
町
。
鈴
木
清
七
方
K
て
御
小
休

あ
り
。
三
時
三
十
五
分
間
所
御
護
給
、
四
時
五
十
一
分
小
松
町
へ
靖

御
、
本
道
寺
を
以
て
行
在
所
と
せ
ら
れ
た
り
。
松
任
騨
よ
り
小
松
町

迄
の
虫
程
五
泉
九
町
十
七
間
五
尺
、
本
日
御
行
程
合
せ
て
入
車
十
九

町
三
十
一
間
二
尺
五
寸
友
り
。
金
津
町
よ
り
松
任
町
迄
は
拝
見
人
野

敷
を
以
て
、
御
馬
車
は
徐
々
と
進
め
、
松
任
町
よ
り
以
西
は
雨
降
な

る
を
以
て
叉
徐
か
な
り
。

金
禅
市
及
び
松
任
町
・
小
松
町
は
家
並
に
柵
を
締
へ
、
御
園
放
を
掲

げ
り
。
共
仙
御
道
筋
の
村
落
K
も
御
閤
杭
を
掲
げ
、
村
端
よ
り
一
一
間

に
縄
を
張
っ
て
、
拝
見
入
を
細
外
へ
出
さ
や
。
叉
架
生
村
・
寺
井
村
等

に
は
、
諜
付
の
背
竹
に
七
五
三
縄
を
張
っ
て
之
れ
に
換
用
し
、
努
刷

意
を
表
せ
り
。
徳
丸
村
地
内
に
は
穀
類
を
以
て
扇
子
の
作
り
物
を
出

せ
り
。
北
川
地
紙
は
接
、
周
囲
の
筋
は
米
の
聴
を
以
て
製
す
。
扇
町一

の
菊
御
紋
あ
り
、
架
の
聴
を
以
て
之
を
詩
く
る
。
北
(
前
に
は
胡
跡
の

聴
に
て
三
方
を
製
し
、
赤
及
ん
ば
に
て
容
の
字
を
貼
し
、
上
に
将
酒

一
中
正
育
英
陽
一附
校
の
生
徒
、
一
組
k

k

等
級
を
以
て
区
別
し
、
共
等

級
を
記
し
た
る
小
旗
を
先
一
回
の
者
所
持
せ
り
。
叉
寺
井
村
民
は
谷
一
明

墜
校
の
男
児
、
玉
成
皐
校
の
女
児
あ
り
。
長
野
間
村
越
に
は
伊
多
津

校
、
小
松
町
端
に
は
梯
小
早
校
等
の
生
徒
あ
り
。

本
日
御
護
輩
の
際
、
行
在
所
に
は
凶
小
除
の
兵
員
整
列
し
、
出
御
の

時
捧
銑
を
篤
し
、
共
他
は
脊
林
坊
よ
り
野
町
一
丁
口
迄
一
方
に
整
列

し
、
順
衣
に
銃
を
捧
げ
て
敬
舵
す
。
北
ハ
他
金
襟
裁
判
所
等
奏
任
官
、

松
任
町
に
率
逃
せ
ら
る
。

本
日
御
道
筋
の
か
町
一品
川
は
、
金
樺
第
二
件
祭
器
の
巡
奈
四
十
名
に
、
出

張
の
巡
五
六
十
名
を
加
へ
、
水
島
村
迄
に
配
世
し
、
夫
れ
よ
り
出
張

の
六
十
名
と
、
第
二
特
集
者
の
巡
夜
十
名
、
小
松
山
昨
日
祭
器
の
巡
抗
十

六
名
と
を
以
で
せ
り
。

幹
部
の
指
師
方
法
は
金
保
以
東
の
如
し
と
雌

も
、
安
建
十
等
抗
日
部
は
河
合
九
等
幹
部
に
代
り
、
外
に
八
木
十
等
枇
一日

部
を
指
都
掛
の
内
へ
増
加
す
。
小
松
仰
滞
納
悼
の
後
、
山
布
佐
丈
太
郎
・
高

木
良
匹
・
土
同
市
山
羊
・閲
浦
幸
次
郎
等
四
名
よ
り
、
詩
或
は
歌
を
献
、
ヂ

る
あ
り
。

井
上
参
議
は
坂
井
港
へ
御
巡
覧
可
相
成
を
以
て
、
品
川
内
務
大
書
記

官
・
熊
野
大
書
官
等
、
本
夜
小
松
よ
り
同
所
へ
向
け
程
前
十
に
付
、
河
合

明

治

行

幸

史

料
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を
降
げ
、
下
柏
野
村
川
上
江
口
太
郎
邸
前
K
は
榊
澗
を
持
げ
た
り
。
共

他
飲
水
・烏
口
洗
水
等
の
設
け
は
い
脂
々
に
あ
り
。
手
取
川
原
は
新
た

に
道
を
作
り
、

H
附
杭
を
架
け
て
泊
御
を
仰
に
す
。

金
部
町
よ
り
松
任
町
名
は
拝
槻
人
左
右
に
続
列
し
、
松
任
町
以
聞
は

柏
詳
し
と
雌
ど
も
、
村
詐
中
に
は
挫
列
し
て
持
組
す
。
叉
松
任
町
端

に
は
前
田
正
三
位
公
家
令
家
扶
を
引
率
し
て
奉
詮
せ
ら
る
。
架
生

川
原
K
は
諸
方
よ
り
群
集
し
、
道
路
左
右
に
即
断
拝
見
す
る
人
目
前

を
以
て
数
ふ
る
に
至
る
。
小
松
町
に
入
り
で
は
、
的
低
金
津
町
の
如

く
先
制
す
。

思
校
生
徒
は
野
町
泉
町
等
西
側
K
数
百
人
整
列
し
、

北
ハ
内
泉
小
早
校

の
生
徒
は
紅
白
の
放
を
ま
せ
り
。
叉
二
時
佐
一橋
よ
り
野
々
市
迄
の
聞

に
は
、
皮
京
及
び
和
問
瞬
間
・湯
泊
・
上
林
・
山
十
出
・
野
々
市
・
穀
業

等
の
諸
生
徒
‘執
れ
も
凶
・五
十
人
乃
至
七
・
八
十
人
、
丸
紅
或
は
白
地

の
放
を
欄
へ
し
て
奉
迎
し
、
徳
川
村
・
引
曜
に
は
官
丸
・
竹
松
・叢
生
の
諸

校
、
松
任
町
端
に
は
明
六
・
坊
丸
・
到
成
・
打
木
・村
井
の
各
校
、
官
丸

村
に
は
永
保

-
W保
小
早
校
‘
師
岡
村
に
は
砕
愉
思
校
、
水
島
村
に

は
正
育
・
葵
陽
等
の
男
大
生
徒
、
執
れ
も
鹿
k

k

整
列
し
、
教
師
に
従

う
て
拝
観
す
。
お
の
生
徒
は
男
子
な
れ
ば
多
く
は
袴
を
清
せ
り
。
就

九
等
幹
部
随
行
す
。

十
一
年
十
月
六
日

本
円
は
挑
腕
よ
り
晴
夫
、
併
し
前
日
の
雨
に
て
、
出中
村
よ
り
月
津
村

迄
の
間
道
路
泥
路
左
り
。

午
前
七
時
十
五
分
小
松
行
在
所
仰
護
山
町
、
八
時
七
分
山
中
茶
屋
村
へ
仰

午
前
知
、
同
所
清
水
草
作
方
に
て
御
小
休
。
八
時
三
十
五
分
間
所
を
御

立
、
九
時
十
分
月
津
村
御
小
休
所
興
宗
寺
へ
御
清
耕
地
。
九
時
三
十
五

分
仰
小
休
附
を
御
琵
布
、
十
時
五
分
動
橋
脚
へ
御
靖
、
栃
木
助
問
郎

方
を
御
小
休
所
と
せ
ら
れ
、
同
時
二
十
六
分
に
御
立
あ
り
。
十
二
時

五
分
大
型
寺
町
へ
御
前
較
に
て
、
制
城
小
問
中
校
を
御
誌
休
の
行
在
所

と
せ
り
。
小
松
町
よ
り
や
削
町
迄
の

m一程
五
旦
三
間
二
μ
八
二
寸
。
午
後

一
時
凶
十
分
大
型
寺
を
御
渡
部唱。

夫
れ
よ
り
熊
坂
新
道
を
南
へ

、
二

時
五
十
二
分
牛
の
谷
村
へ
御
前
帯
、
俊
明
小
山
内
中
校
に
て
暫
く
御
小
休

あ
り
。
三
時
十
五
分
間
川
仰
立
、
村
端
よ
り
御
椛
附
(
に
召
し
、
小
坂

を
越
さ
せ
ら
れ
、
再
び
御
馬
車
に
て
凶
作
三
十
分
、
中
川
村
御
小
休

所
凶
光
寺
へ
御
舟
強
。
同
時
三
十
五
分
此
問
を
御
強
制叩
在
ら
せ
ら

れ
、
五
時
三
十
分
丸
問
行
在
所
千
立
小
型
校
へ
御
箭
較
に
相
成
り
た

り
。
大
聖
寺
よ
り
や
山
所

K
E
る
山
一
一
程
山
県
十
八
町
、
本
日
の
御
行
程
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合
九
虫
十
八
町
三
間
二
尺
二
寸
な
り
。
御
道
筋
に
は
拝
観
人
総
列

す
る
を
以
て
、
御
馬
車
は
速
か
友
ら
や
J

。
御
道
筋
須
天
村
・今
江
村
・

串
茶
屋
村
等

K
は
青
竹
の
葉
付
を
立
て

、
之
れ
に
七
五
三
縄
を
張
渡

し、

毎
戸
図
旗
を
掲
げ
た
り
。
叉
小
松
町・
大
型
寺
町
・丸
岡
町
の
如

き
は
執
れ
も
糊
を
緋
へ

、
此
内
に
て
拝
見
す
。

共
他
御
道
筋
の
村
詐

に
至
る
迄
執
れ
も
御
閤
旗
を
掲
げ
た
り
。
叉
馬
口
洗
水
・
飲
水
等
の

設
は
、
迫
k

冷
筑
を
催
し
た
る
故
か
、
越
中
国
に
比
す
れ
ば
利
詳
し
。

小
松
町
端
よ
り
高
塚
村
山
地
迄
は
、
拝
槻
人
至
っ

て
紗
し
。
動
橋
村
よ

り
迫
k

拝
見
人
も
充
渦
し
、
大
型
寺
町
に
て
は
殆
ん
ど
立
錐
の
地
友

し
。
夫
よ
り
新
道
へ
御
義
掛
の
時
は
、
僅
か
K
山
間
の
道
路
左
る
を

以
て
拝
見
人
左
く
、
熊
坂
よ
り
中
川
村
に
掛
る
訟
に
て
は
、
左
お
の

問
州
に
縦
列
し
て
拝
見
せ
り
。

丸
岡
町
も
拝
見
入
に
て
雑
務
を
篇
し

た
り
き。

本
日
午
後
三
時
坂
井
郡
波
松
村
街
風
蹴
三
郎
方
よ
り
出
火
、
延
焼

百
六
戸
。
右
は
御
通
読
拝
観
の
矯
め
執
れ
も
留
守
中
、
泊
防
も
不

行
回
、
矯
め
に
間
然

K
被
思
召
、
限
災
毎
戸
金
五
回
充
を
恩
賜
せ

ら
る。

閉山手校
生
徒
の
奉
迭
は
、
小
松
町
に
て
稚
松
・
河
南
の
附
校
生
徒
あ
り
。

大
翠
寺
町
手
前
に
は
錦
城
・有
隣
等
の
躍
校
生
徒
あ
り
。
執
れ
も
教

師
に
て
引
率
奉
迎
或
は
奉
迭
ナ
。
共
他
沿
道
各
村
裕
の
小
早
校
は
、

成
々
に
群
集
し
て
奔
制
す
る
あ
り
。
校
名
を
括
掠
せ
ざ
る
を
以
て
一

k

之
を
記
載
し
難
し
。

各
生
徒
の
衣
服
は
別
段
目
立
つ
程
の
も
の
友

し。本
日
巡
在
の
配
世
方
は
、
昨
日
と
粗
同
様
友
れ
共
、

熊
坂
以
来
は
小

松
瞥
‘
祭
器
の
巡
査
七
名
と
、
大型中一寸叫
m
J

抗信
者
の
巡
一存
一十
二
名
と
を
加

へ
、
熊
坂
以
西
は
犬
山
弘
寺山
行
祭
器
の
巡
在
七
名
と
‘
坂
井
幹
務
取
引の

巡
読
十
一
名
と
を
加

へ
、
小
松
一
明
日
捺
者
長
石
川
九
位
寸
併
部
は
大
型
寺

迄
出
張
し
、
大
聖
寺
山
性
祭
器
長
坂
井
十
等
特
部
は

丸
岡
迄
出
張
せ

り
。
共
仙
一
行
部
の
指
都
方
等
前
日
の
迅
り
。

十
一
年
十
月
七
日

本
日
朝
公
り
、
東
南
風
烈
し
。

午
前
七
時
三
分
丸
岡
行
在
所
御
護
輩
、
八
時
三
十
二
分
稲
問
騨
へ

御

草加
納
品
あ
り
。
坂
町
平
助
方
を
御
小
休
所
と

せ
ら
れ
、
八
時
五
十
七
分

同
所
御
抽
出
持
、
九
時
凶
十
五
分
一耐
井
町
行
在
所
京
本
願
寺
別
院
へ

御

清
都
品
あ
り
。
今
日
御
行
税
二
旦
三
十
五
町
山
十

一
間
三
尺
。

御
道
筋
の
人
家
は
悉
く
御
閤
艇
を
掲
げ
、
丸
岡
・森
町・
問
弁
町
に
は
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街す張坂御迎ち僚 ・のて の若共屋 への捧
上 るの::J=¥二着 方、 随筆後 引雑雲 出 設げ拝
にと六件車師左 ・所、 草子午 前では た見
てと十祭主主範右校.御 奉 友左 K た此る人
間例名署り ・撃に長裁 代 迭る右 る溢主芭 家の
井ほをの 。校整等 fl'IJ見迎べ kgi も は究
町前加 巡 に列を所とせ し 充せのえ
迄日へ査 問し 率支 しし 。 満 と て丸 に
奉 のて七 じてゐ 憾 でも併し え見友岡 出
i主題御名 。奉 て 等大の して え し町 づ
せり道 、 午迎門へ限参 曾串雑 iji品 、 o K る
り。筋幅 後す前御 て 校列井御 こを
o t反の井 三。へ巡議見生拝町道 よ 制

井幹瞥 時 器 出 覧午後十徒{す叫 2川筋 -ー判ーす
T予備察 同 製 担1あ o }]IJ の 。
き5さ を容 所見Jfせりー に る P一L村 り I己i
器震の 泉へら 。 時 群 と?落 。頭

り れ十二被二寺せよ らへ午の本十従人ー
。 、分時魚 町 をらりれ惣li3 前釣日 ー し k 11'1" 
凹石 三入二行れ 鮪 ‘ 七 橋快年 て、 日
時倉原十言問在、江十 帝時 は晴十若本小
二差是 五 。 所十を時、十 濯 、月到日 松
十太 t平護tjEil 分脇に午後 とー御十地五堅踊八せ 師 町
分郎 z 定時立問問分克列二日り 弁よ
湯 方、本 岩め凹あ分蹴嗣も以 0 へり
尾を コ 騨 所 倉ら 十 り'鯖織弁者南 到 坂
!際各[1 時 へへ布れ一。江方行主主湯 岩井
へ IJ、ー御"7'{Jj 移[1 大移11分自御 K 在り尾 、地
御休で 邸匡笠鯖鬼 J]、て所 。 村 河へ
清 所去、 宅各11 休 江女休JW 待11を 迄 合初JI
と分* 代 あ !?事 川 小 殻仰 は 九 廻

是 し 山 一 見りへ釣惜 f水 道 等り
よ‘ 1μRぇ 兆喧と 0 御橋 lis; 0 較 路 幹の
り 三 千てし耐治の 1)、九、 大 部井
峠 H寺騨方主て JI二諮 問 串時 八 に も上
な五へに 武よ 、は校二時 立 熊 差是
る十 御御高生り此 移11 へ 分三 し 野 議
を 七 渚 1)、 怖の所板御御十 。 大を
以分 輩 休所・進 J-j[ K 輿着張六 叉 書初
て移JI あ。為 小程てに あ輩分 白 記め
tlll 殻 ら 二 皐五は召 り 在法 見 官随
小 輩 せ時五重校虫り|替。ら 7K 女 に行
|休 b ら五 宍へ 十 接さ夫せ騨 川 随の

明

治

行

幸

史

料
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凶

き し生 し稲葉作程 し鯖稲な J切に あ ら許古証 川。 、日ITて井の り 白 と江井き御てりれ 山
西は敬町燈灯 物幕民!t;" 11汀 急: 行、 。 、方口
の道蹴ヂ1: ををど差に逃程本武五に太
方路す鮪等飾張も はなも日生時草郎
をの。江をるり 、に毎り長御待Ii 二 兵符}
拝中共町柄あ、閣も戸きき行主:十御

概央他:istてり併がEt日JEL 軒。が程休八小方
人用各生問。澗 2ぁ 端 上合よ会休に
の水村 せ肪J 友 K にせり 。 て

{I[を落史〉り木ど分摘出 見図 湯て古庄夫御
地 K 。騨ーを 旗 尾九!賂騨よ板
と警も如 t亡持 禁を 峠1Il迄行り輿
定 各き はげせ 掲 円 十の在峠に
め片邸は 育 て ZEげ 九泉所を召
、東前拝 竹祝鯖は、 之雪程後御さ
全の k 見 tL: r;ひ主l‘別 柵を 詮一山藤 i也れ
市関 七 、 ー 中十.m 箆の
11z路命 五或zk 排 御三七布後 11r~
立 し 三は 柵ら 車馬問町名;j f[!11を
錐御 て側 縮 μfEのへ 凶三門司馬王御

登の遇拝 t亡 を YJ~ 立nた は尺十方
地 強制充 張に l山きり トFi 1:主ーへ lとり
なのす満 り起五は。 三り問御召三
か路 o 示~ì{;

、
k ク設共 日 。 凶 荒ーさ日|

り と耳t5iiJ 日 の所主主他 も如尺 強せ 村

E午置も院本十午も御十むの本拝 I乙阜県
滋前に多狭 日 一後問先等 o j盟 問 視は校校
TZ七困 主主抑年六断吟 154克 372巡 し博 、 の
!係時 正H~ はる暁十時主主部部も二 31E 文 fftN 生
と五の今を よ 月四 り もは 件 十の fFf ノj、江徒
の分併庄 以 り 九南き亦今 昔r\ 名 ~iP. I-C 取 OIT は
境今な よて忌日 に 。 一庄 の と世・ 校 t亡 、
な E'E り り 、 り 雷 同迄指、は室等 !??稲
る E事 。歩御 、 と 馬奉 ~JJ.' I:H

、
の陰 ;)4ニ

木行 に輿八 生l白 よ主主方張隔如の男小町
在 供は時 Elt りせ等のヂ|二 女製端
芽所 奉捗頃 す 下り前六 件z生校に1 1i-l~ qX~ せ取よ 。

り 。日ート察 徒 、花三~ノ\~ぇs ららり 行
在

、湯の名持率 、武
御 ~I!{ れ-，.，雨 馬尾過との芸執生小
手~~号 /ô

。降 月li' 丁 IW りを巡
I
外
Z一:i.
れに早

主h!'走
E
馬
1I
叉る M'f- には。以主主 もは校

によ ね11 0 日リ ~~ .A;叉て十を数術
イサ- り を先岱 依 か峨 ilii官途五も員選上

御は 率導め 主主 し岨井i:r~ 名互の小 l[
.一・..・y 
道 ゐ 1?子 κ し めな ぞ子 ]良 、 り末 時l~ ))L 

車路 11:宇部道
。
たる察締武 o vc.松村

はよ
をヂド E各 り を 暑を 生 整 、 に

寺舎に泥 。 以 詰話作 列湯合
かK111 今〈 る廊~ i)葬 !持て 山 さ 娯 し尾

圧
、
。兵且 ヱ己 、 野 し 器 て村 IJ、

よ
り
板
取
を
経
て
柳
ナ
湖
へ
御
廻
し
の
由
に
て
、
始
終
御
彼
刑
(
陀
召

さ
せ
ら
れ
、
八
時
十
分
新
道
村
御
小
休
所
民
間
寺
へ
御
培
、
掛
川
時
御

一
小
休
る
り
。
九
時
二
十
五
分
二
屋
村
へ
御
岩
典
、
今
庄
よ
り

目疋迄

前
に
立
た
せ
!
十
名
を
御
跡
の
取
締
と
し
、
管
轄
境
に
て
一
同
整
列

辛
迭
す
。
件
部
の
指
抑
方
は
、
今
庄
よ
り
ニ
ヴ
屋
迄
は
、
加
納
入
等

山叫んパ
部
に
て
取
締
の
巡
読
を
配
置
し
、
八
木
十
銘
寸
山
市
部
は
仰
跡
締
の
巡

古
川
十
名
を
指
柿
し
、
安
達
七
位
一
寸
件
部
・辻
九
等
幹
部
は
、
二
，
屋
に
て

門
川
一名
の
巡
読
を
引
線
め
、
取
締
方
を
指
却
し
て
‘
執
れ
も
歩
行
し

の
行
程
僅
か
に
二
虫
十
一
町
六
問
凶
尺
及
れ
共
、
滋
賀
牒
下
敦
賀
迄

は
御
世
休
な
る
べ
き
ヶ
所
も
無
之
と
て
、
首
村
一
同
時
佐
川
甘
太
方
を
行

在
所
と
せ
ら
れ
御
査
休
あ
り
。
十
時
二
十
七
分
首
行
在
所
を
御
立
あ

り
。
十
一
時
四
十
分
木
ノ
芽
峠
前
川
強
方
へ
御
骨
折
胤
(
在
ら
せ
ら
れ
、

管
轄
境
に
至
る
。
峠
前
川
段
方
御
小
休
中
、
絶
頂
よ
り
閑
の
降
口
へ

掛
け
混
雑
一
方
汝
ら
ざ
り
し
た
り
。

山口同腸
管
轄
境
へ
御
掛
り
は
王
午
十
二
時
友
り
。
二
ツ
屋
よ
り
管
轄
撹

迄
の
叩
一
桂
は
三
十
二
町
十
問
凶
尺
た
り
。

今
庄
騨
は
小
騨
の
一
都
な
れ
ば
、
多
分
諸
官
員
以
下
の
止
宿
と
相
成

一
方
な
ら
ざ
る
混
雑
中
、
拝
見
人
は
凶
方
に
続
拝
し
、
御
図
旗

を
も
掲
げ
、
叉
昨
夜
は
毎
戸
貼
燈
を
も
話
し
た
り
き
。
是
よ
り
以
前

は
占
ん
も

山
間
の
僻
村
な
れ
共
、
御
図
艇
は
所
々
に
義
出
し
た
る
あ

りり
。
叉
新
道
村
に
は
門
川
一
小
墜
校
の
生
徒
友
る
と
て
、
十
四
・
五
名

出
頭
拝
制
す
。

本
日
巡
査
の
配
置
方
は
、
問
弁
警
察
署
の
巡
査
十
五
名
と
、
武
生
野

察
署
の
巡
在
二
十
名
と
を
、
今
庄
よ
り
二
7

屋
村
の
問
の
取
締
を
舟

さ
し
め
、
4
4
7

屋
よ
り
管
轄
境
迄
は
、
出
張
巡
査
五
十
名
を

儀
伎
の

明

治

行

幸

・見

料

一五



明

治

行

辛

料

奥

一
六

可 論 て し 道景て民欲高建御 ・御今 行
有 、 支 、路況 聖に し 乗候親巡 般

之 御 出 虚修を意 於 御筈臨拳
候巡等飾雑 御 不 て 夫親に被被

1本 幸。幸致の等賢建無 k 臨て 震 仰
の候 円等 、 に 益配 は、 在 出 内

盛 ;様 今供過の意 古 f~ 11民候 務 雑意の 般す諜費 、今ま御儀 少

に 儀致御る と用不 稀 で趣 は 車市

反有 巡様相相知有も意 通
記

し 之 幸 成拡十 々の 1rr~ は業fi )慌

候 候 一 厚候 り 々盛之
、
し

K て く κ 候形典候 無 く
付 は ー 注 付 様容に得程 地
、 、 は 意 、 K 鹿 イ寸共御方
叉 他、 可 可 て飾 、巡の

右 目、沿.一 有相はに勢 幸賢

様 人 道 人 之成 、流ひ 御 況
の民叉 夫 候丈 折れ 共 用 を

儀のはを 。人柄 、 敬 捗ト初良
無ー苦管遠 民奉夫睦 よ魚

之容内路 日 傘れを り|同

様民よ 常のが君主 心 イl芙

御之費り 資意鴛さ 得篤

取はを佼 土也 も めん 書め
計勿 以 役 の 却 人 と キ日

、

;;(3 一 一 却て を 御

官吏 j享 イサー
、

!rf共琵 !民 、す i尼盛通
事 く fJ'IJ riJj 111エ タ卜 、 :]11\官 f:rD る i1~; り ~iï
。致百巡 桐治申一泊者管休事をたに
1=E JiJ:立ずρ 御 山十 入切道御 下 泊も生る 付
意のの巡 石一候の一泊先境行保じ も

、

、事. 1長幸 川 年 也 事行強へ在有 の道

人 務 はに !際七 。項候 と出所-之 遇 は 路

民形 、付 令 月 ;(，C K し担lヂ[: ~t 行 、の

の得税泊 殴二 節 付 てへ御にの移11 中

苦岡 出飾 し〈 道地
日 P協 、 、 小付 不通 心
議道移11夫註{ 使 行 へ

迷 K TU! 方 可 路殻 k 等おをの敬

惑亙方長 及 橋 控集 等来時間

K り .1:¥守J 官 と 誕の内 :)111のた介努
不‘心 存等 日 候者慌 し雨 修
林1- 111jht 候千修ili よ 椋辺 ~rr~ 、 天 fJ;;
成慨を書 4木 。 りi'iJ 行之 供 に し
様の可 を 凡 被の様奉もた
取車被 内 がl三致節住の 相 る
計旨知 1タ

ふ 十 候見)~者成見
候に食 べ 日 。 う士 1':1 K 1!走 。え
儀不御 少 き首iT 候之至への
肝 訴趣 I附 ク 1古 保度るば矯
要民意 m地 、 。迄 め

にる* K 、I-}II 共 !主i却土

一

一
、
道
路
橋
梁
等
不
得
止
八
刀
、
或
は
之
を
新
逝
し
、
或
は
修
補
を
加

-，

-
d能
は
、
御
先
拍
子
内
務
宮
内
雨
空
白
員
と
、協
議
可
取
計
事
。

ふ
る
等
の
と
と
あ
る
も
、
素
よ
り
官
費
に
可
鴎
と
と
に
付
、
御
先
一
一

、
御
休
泊
の
外
、
午
前
午
後
一

・二
回
つ
L

御
小
憩
の
御
場
所
は
、

張
内
務
宮
内
雨
省
官
員
宮
地
貼
検
協
議
の
上
着
手
設
し
、
決
し

て
人
民
の
難
儀
不
相
成
様
可
致
事。

但
し
道
路
修
締
佐
一
寸
の
矯
め
に
、
十
虫
・

二
十
阜
の
外
よ
り
人
夫

を
要
し
候
等
の
儀
も
有
之
裁
に
相
聞
候
得
共
、
右
位
一
寸
の
・
初
出
克
注

意
可
致
事
。

一
、
行
在
所
の
儀
は
、
内
務
・宮
内
問
省
官
民
出
張
可
及
協
議
候
得

共
、
只
h
A

御
苑
支
不
利
成
俄
左
大
国
u
と
致
し
可
申
、
共
土
地
に
依

り
候
て
は
何
様
被
需
忍
候
儀
も
可
被
混
在
に
付
、
聞
記
亦
抗
意
可
致

J

ョ。
一T
二↑↑

但
、
大
臣
以
下
供
一
本
官
民
按
絹
の
儀
は
、
殊
克
に
修
制
を
加
ふ

る
に
不
及
候
事
。

一
、
供
奉
官
員
泊
宿
の
筒
、
夜
具
北
ハ
外
需
用
の
物
品
は
、
可
成
有
合

口問
相
即
ひ
可

-m背
中
。

一、

御
馬
車
合
・
御
馬
、
井
供
奉
官
の
馬
繋
場
所
は
、
御
休
泊
と
も

に
御
先
部
以
内
務
・
官
内
附
省
官
員
協
議
の
上
若
手
可
致
事
。

一
、
御
休
泊
場
所
及
び
供
器
官
員
宿
制
、
共
他

一
切
の
手
総
等

E
制

明
治
一
行
幸
史
料

白
地
に
就
て
御
先
登
内
務
・
宮
内
問
省
官
民
と
協
議
し
て
加
古
可

致
、
克
虫
程
佐
一
Y
G
都
合
に
よ
り
御
野
立
に
で
も
不
苦
事
。

一
、
御
休
泊
行
在
所
に
可
充
家
屋
見
立
、
組
給
岡
町
制
製
(
方
位
井

m

民
数
等
記
入
)
御
先
後
宮
内
省
官
員
へ
可
発
出
事。

但
し
、
別
段
修
絡
を
加
ふ
る
に
不
及
、
-
枇
寺紘一可
見
友
不
背
一時中。

一、

御
泊
騨
に
於
て
、
行
在
所
よ
り
凡
そ
十
町
内
外
を
隔
快
場
所

へ
、
非
常
御
立
退
所
見
立
世
く
べ
き
事
。

一
、
御
服
部
一

式

・
御
椅
子
・

テ
ー
ブ
ル

は
、
都
て
御
持
越
の
併
に

付
、
別
段
間
意
に
不
及
、
4

ん
御
浴
室
井
御
聞
の
儀
は
、
御
先
登
官

¥・
j

た辺・
3
;
・r
J
3
、
ト
L
S
1
0

ド
H
B
E

・
B
早
川
仮
宣
百
耳
号
討
一サ

一
、
御
泊
行
在
所
へ
供
奉
の
官
省
詰
所
取
設
け
、
精
子
凡
そ
十
向

、 テ

奥 l
ヨ;q .7・
f.til }レ
巡十
三~;; IJ!;jJ 
以 主守
予~ 器え
各 22f
土也 -T:~ 
翌月j
1'X .=r!j" 

fド苛
笠致
肴主 f:i!{-

i会宗
主目 、
等
の
{義
主主
ノィ

布
之

共
矯
め
衣
服
を
揃
へ
、
或
は
問
・履
を
新
制
し、

後
日
共
父
兄
の
迷

惑
に
師
し
候
趣
銑
て
相
聞
候
協
も
有
之
、
県
党
是
等
は
山
服
飾
品
トし

き
も
の
に
付
、
似
令
奉
詮
迎
設
し
候
北
ハ
、
千
常
所
持
の
衣
服
を
川

も-
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一一 -" 一 一一 一
Q有~失、、 rll: 、百J 者外、げ、、官及、論ひ
政前 1~j~ 民御 Fj.l千J の供 、符1I 諸員 、 市建侠
之無大{阪倣 11皆 行事之 者容人通献へ f~11 道、税
f民之 ・業列。候迷官民 経 上協過 の 心可
て株間 警同誌 .21三拝 は惑員各宿物語行}11 i!ト致
は可の 日見 ピ致は自!娘一の義 k j& 
、致 移1I 或の勝 ~ftfi さ勿の或切上支 i度 ~!tfi ;(:i 
以は趣はill!乎 J忌せ諭耐 不発可船之等
の論勿意不可た ，[単候、:ロは キ1-¥支羽 .1-1 椋の
外、を話相る 可俄人を。休Jl些無成 1設TTE 能溢
の 奉干位奄 心べ rjJ は夫 去 ~I"'I 4J~・之介の k は
tr民共 Re flF く !日無等しの。 ;広一l乙 [-1'. 共
にれし 喜y. 、 旨之に候 可保分:む敬
付が、 蔽 o JI. 、信3?: 1災 地 Jr)(. りは有J官
厚錆 i'ut! に 佐 裁にるはに 計官 、致・
くめて不 来 て候迄 禁於 事地特 zh-E
注 別官虎;Ii 及 義 直へ我 JIてて、 o R己 Mι '0 戸ー
窓段 宅 !と 戸ど立に闘 いトlh〈-b:ι f鈍三
、 民に む長もを不 、 ~:'ì~，: :';-:F 

直投流 る等、旧及都 移Jlをへ
戸!拭れ に へ若へ事提 先刈l 殺
長訴すっ: 及 告 し

、 。 j:f 強ふ -c 

へ候
、 は" 示右旋 等 内る l事.

精校合\~ 十、 し 秘梢 を I労 IC

k の 2J主
、
世の共 f日 ぞ[不 致

一一 一 一 一一 一一一
、、 謀 、て、他、、元ご1・ ー穴?ー、、、 よ内:1:. 

事管 ・ ~ :fι 御、。\1 行何品I[~ 誕 地機!照同省二論
校内 Z}l:子 iiZ 休 *1~1， 巡在 H， 新任方行 rf~\ J二内可
の人壁 、が1て 幸則も前以奏在所の移1I故
数氏 、 技 行・諾うとへ qll，~:J. 後ーi二 任所在首岳山
、年I~~ 俣在和|111思行地)Ji.(.正'宵以へのは行事
生 殺 jVT/j、臨在方約 三rf. fl上参地 特の。
佐八五訴立在 前 T 鑑所 ~j~IJ HJ Iζ o '(..f J二各11 音1¥ 的
の十捌 1 へ・も iーし御任の u.i!J.市民可・ 11 ~1 二は
人年 l.fJ 可、を門 '1~1・事 ~J' tV: 。設の人
員以世れ ~1¥ 以 ~H 一。し者・各事色:iÏ民 地
、J二可行当:共て入名 1T 0 ~r:~t 0 は jS 方
寄の』;有事宿遇のねl 典大よ 、 l亡長
附金 者・。特。騨 行色(jj 誌 に iiil: り Lr.て 14-
名jjfj のに可 、 可制 1:，J 設に 1~li !!;'f.j 
の 者於致 ;:(I~ r¥l り 訂]地 記光路
~，I~I， l[元 て ~f. :l"也 司L し O ;(E 3''IJ単に
高訓 及 日 o 方。 者六白j し可て
取世び紙官 。紋 ~ f，ζ 致供
司司 Tq JB 阻 止」 以し る司i計三
世 F1-i EiEd ヂ[: J.，くも 0 可
百J :tl'f.烈の l忍 教はの致

~J'f. 

。 込[!; 戸 話 ~H
、

の オL ー長 1[1先 日長 T琵
。

。 ;出t 会食 jJ~ o <D 作]

二
寸
ヘ
介
命
日

事

一

ヂ
へ

I'" Qj 

一
丁
』
土

，F
2

つ
dsA

所

=
一
司
八
五
寸
d

占
同
町
ヘ
ロ
ヘ

一
寸
八
分
各
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一 一 一一 一一 一
、
金分 は
. 百r1象 、 、 、

fXil JfJ!. 13:il 、行行 rl-¥11m 泊 !眼目数例孝友

m 調及馬供 ;-(C: 在 /:I!， 金道臨今 。 の子の

物移1I 、 びl'-¥i奉所 Ni'事を各へ日rJ勤者二 件

始を 巡幸
特1I 覧会 御 家建。 以 !際臨墾業共義々
巡上及巡作札 て I'L: f~ 11 の の 行侯手

め に 幸 i沼・び幸 向 は 繰於の ケ 方 JI犬箇ー言r.d

‘ イ寸 御棒 御修共 換て笛 rfJ法並 d置
装 地

用物装 用 持家 仕 、、 。。賞 共 、

自ムl方官
掛の 掛 、 主 iijil 仰 !j思 該 牧興 他!堕
へ類官へ及へ 世巡治担者の i三脚

荷員 ρ] 、 可は紫露可び被 、幸の者の決 行 へ
昨1 、 作j 下 迫』亡 事名ケゲー・臨

盟4話n 111 遇 、 ru御候 て 付 。I'i!fの 附 日MJ2宥 移1I
事御 事盗事 精て等物及 替 特の

、 。梢共。室。 qff の籾 産び d ・者ペ-j'r'i
:o 

他 . ル" 許可与 巴jl
の 移1I の諸 し ょ22牧司、等可

騨 上物 阿 上入〈 医者君 、供
。T同i喧2 燕]官寺ー 等後 御 ~}~ 百 内 -5:1'-間・平大
人 皆 巡は上型数署ま斑
足 入新 卒 、百Tfq 。及で事
を 札:J?ll規 蕗 qXjl悉致空荒巡賞。
用 | 建 分 m 皆 ~:;: ns 地 提啓
ひ 、設の 掛 各 0 そ 並の ji1包
す" 代 の儀 へ!孫宅 に員行、

一 一 一 ーー 一
、 ([) 、 一 一晶←一一 一 し 、*t1 は

、
し H手 、 主川、6じt

右定右
、 、 ， 、 、 ;;[，j たE 、itiι1 要供て

入額人 1A 安三二受 531 椛 HJ 事大保 !註 求~三通
馬を馬 ?む盟 lH よ見 よfl m 立法 o )、し の方す 官 し

の は料以以以以以 賃の
人 通 取 る員 人

内共有il と上上上上内 の 人 tE り 計 I1守の 足

佼製休しょ は 三二よタト馬 w!l: 足慨は 内 を

}I1 求"i1"'1て り 一史民 り 日1J は を痛依
、
f!E 

者 人 騨fiIi15人の 出 まま微段
見 者も騨 足問

1t よ Efi 微にでで集可微 {j'i等可遮痛イ|芙

くりは 竺人集 付 ののの下 ~S り 多 キJ局等事:

し 芭 手|設 J3l亡吐 11日 fl日 人イ・j 地
、
之 宵に

。

てちill! ~，M% て 正一 よよ X!& 窃の し 部員 て

不 l乙 し 時な会人 り り は 。述 JIJ -C 。 よ 人

用 st
、 一企 近

.:>!rー 、 り:r.?Z.長二才 ;;[i{ij叫λJ! .'，もニf:.1、 カ

1オe1七 一賃銭日
よ七銭 同同 し !こ を グb jL EF: 

れ初1¥
り 1'1('1，:断 tiff-l iiな 数ゴ，:，:;( ~r Jijlr '~l~~ 地或

と 可 泊 毛づ }，!~人 }，!.) A 芸之然品t11t4 : じ 以 の j呂は

左中は
り づ?>ーE-!己 ，1;正J一4 どに て 人 巡回

る 言亥 込 金人命人以 (j) 共馬 ~--r ぃ:ヨ

量十E金，七七si7.事
分 。 対s ま 事~ÿ~ cと ~-fJI 土I~ を JliI:駕

手 句通 せ 五銭 ー1，鋭兄 を ー1トy" ~ ・ $J~・争1点í-i1

"、.可，，.1 ' 泌
"Ii. )I¥i， 

手 し J\~J寸:~

給支
-{.-;r- ボー

，μ、』.，' s へ 11史 江自 を

Jli¥: は と i:iJ 白i iBl潟

一 一・ 一
、 き充f前 紙 、!抑制 、 ど 長 地 、 ~:I I 主主段 、方
別 部のへ ME供 i座 、 。JI も役元地成主ど総l前 の
定[(; 0 J二似杭者三 }j'J待¥1 休 、場或方R'fJ.tiて僚 依
技 、 l亡仕 官官 常 tf1JJaT等 は官 、 め'宮人は
宿 連休世員員日 !路 tζ 共に度l吃遠投馬 、
枕 fL: 7ド1取のへ共の川・於近於 方支 予宇佐¥1
置 蓄す警技法数泊をて村て可よ給繰先
取 べ 宿付日1~ 運必共よは 1・1 1 り候り蛮
書 際きに は可り合 寸15! 前語 り 、建徴 K方 自

県11j官娘 、致 可抗1: 立微抗出集付 IC 民
は 検員り 別 主r，:拾に遮所・ 1長 人 司王 手 、底と
のの、段。保於局をし馬。常手す地

共 者1¥ 名 大家 云 官説 、十1:1 の数る方
官 合 札 )'L 尿 k L 員く活意 内料 Irr:!. 官
IL: ~干! をのの の平へる越の を等夫と
よ 成張見給 請書 通も合建 、の給の

り 候り込闘 欠 如 、 ili1: を 柳名料車ji-!記z 様 付を 製 を 可趨等受 た目及
底4致T 世立制 I良馬~立 へく りをび lと

所 き て に 世王C道入 致 |ζ 合れ と以ホ任
へ 、 、及 き 4f" ~:I I 併或 ば もてにす

近 し#日l、該必ミば 、4ーa1主1L 0 任 、 創IJ 、rm べ
き世 十仰 せは可 怒=T.f 号12 すき
を く 員の ‘ 先を 候 E玉成 J1.る "4:Ji
主 べ到戸 日IJ 護取 へ戸丈 不賃諸 。

一 一・ 一
、談 ?はて得 、 厄目t 、 三iT. 、 を 員と
通 鐙 前共 辿巴 ・ー 御致誌IJ宵 1J1. 。 稿写のし
し換依次民 事旦似建 馬 Z3f合は、 ヰL立L多 三mEj 
人 主ti のすJn5f山 1tl" 1.ii~ 司王 。を 1iù~ 片山 はと お<
足致如 へ j，1-1干f'i等合 的 VJ 任 回し及大
の すき を主主- 生取 は 1I!. り 1二r の 、 び

f諮 問不 l遁鰐換 じ{iíi~泊可 し 六は l人j きt~ヘf r4at z 休

は 敷昨 取 2他Oム災E〈Sa内病長p め宜成

イ久 保 ?吉宮路旨巴局計 、の丈 肋と切
i皇 ‘ の 1主ひ 戸地行 奏す り 汗jT旬民込 主L欠
て l吃タト 員 、 主を在 ~I õリ 。 ~I三 泥狭ー
現度 、 へ 地 4こ護 よ見 r~í を克牧 むk ゼ 11"¥;述71' 
員治 fl:¥ 病百J 方 li1 り 主i:ilを 直 一

、
日IJ 可'否、ぷUム す

付 主致 服部ろ長11:日ヨ諦fM': ひ寄 別 *1:突 段都-美Uコる
定置のili! へ 候 世り まへ任

本合迄
のべ者1¥ ~，II 通官j 発 きへ で合 l~r 1・L宜 7百t凶ζ ~i 
上き合 事夕、H は 1+¥"Pf 

、
IL: 1?iは

可 事 を
。
し
、
し rl:¥ ;r，七 し 等 ~Jli を し llg;1L 

;ffl 。 ιL 言亥快事 他 て の ¥;'J 製 きじ 同

建 て 士也 士山 J二 o fXP 一分り 制様 、千r

と ;[1-
1方1信 E .馬 紙は凶 す [1':質際 等

ffiH~ に 戸 該 ヂiニ へ 、枚 る ニ，円d山v、- のn、

ど 他 t乙 :民家
供量l三
連紙

、 KZの 記i
も と 於 IL: I乙 書間 判 不 :BJT. 取下、

刀之 て於不 日 可ポ任 及。拾人

明

治
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大
凡
千
人
を
目
的
と
し
、
適
宜
柄
制
の
都
合
可
取
計
事
。

一
、
御
休
泊
の
騨
内、

人
家
寡
少
等
に
て
旋
宿
泊
蛍
の
制
り
営
不
利

成
節
は
、
列
外
合
併
、
或
は
御
訪
日
非
4

併
に
詰
り
候
向
は
先
制
岬
へ

叉
は
近
在
へ
割
り
宛
候
儀
も
可
有
之
事
。

繰
越
し、

一
、
御
休
泊
騨
に
於
て
は
、
宿
主

出
迎
ひ
等
の
手
数
を
省
か
ん
話

め
、
該
騨
入
口
井
に
行
在
所
前

へ
、
左
右
を
分
家
並
順
序
を
遁
ひ
、

止
宿
官
員
と
荷
主
の
町
姓
名
を
記
し
た
る
木
札
或
は
紙
札
を
掲
げ

さ
せ
、
右
を
問
的
と
し
止
宿
家
の
見
認
品
き
様
可
致
事
。

一
、
病
制
確
定
候
は
い
お

、
粂
て
右
宿
制
帳
を
製
し
世
、
A
W
U

計
掛
り
該

地
へ
到
着
す
れ
ば
直
に
可
震
発
出
事
。

一
、
供
奉
の
者
に
限
り
、
登
・泊
技
能
料
は
定
慣
を
以
、
別
紙
技
泊
料

授
受
概
則
の
週
、
御
巡
幸
合
計
掛
よ
り
現
金
仕
掛
候
筈
に
相
定
候

肱郎
、
此
回
日
御
霊
・泊
各
宿
主
北
ハ
へ
侃
…遺
漏
相
謹
世
く
べ
き
事
。

但
、
高
一

別
紙
概
則
第
五
僚
但
書
の
場
合
に
於
て
は
、
詩
中
界
引

換
に
現
金
繰
替
置
べ
き
事
。

一
、
渡
航
場
は
強
め
使
用
の
舶
を
定
め
、
相
首
の
賃
銭
取
極
め
、
御

訪
日
限
り
居
上
げ
候
等
趨
宜
の
底
分
を
鱈
し
、
共
賃
銭
は
繰
替
世

く
べ
し
。
克
該
所

へ
官
員
及
び
巡
夜
を
出
張
せ
し
め
、
一
束
込
人
員

下

壮
一寸

騎
兵
下
士
官一十

位一司
外
・
従
者

夫
卒
・
小
者

一
人
民
付
七
銭

来

馬

貫工

費

J二

等 主宰

一
人
に
付
三
十
王
位一

一
人
に
付
二
十
五
銭

任

奏 勅
任

*IJ 
任

I
 i
 

E
 

下

一
人
に
何
十
三
銭

騎
兵
下
士
卒
・等
外
・従
者

夫
ヰ
・
小
者

主~;

来

'iJf 

11J: 

島田
詩

/14' 

"51' 

出1&

形

iEll 

N.-:.ミ
QJ、

11当

| 節|

イ可

乱日
官

姓

名

或

某

従

者

部
二
依

一
、
御
刷
物
運
搬
等
に
要
す
る
役
夫
の
如
き
放
箔
料
は
、
此
定
州
側
に

明

治

行

幸

史

料

井
荷
物
の
揚
卸
し
等
混
雑
を
防
止
せ
し
む
べ
き
事
。

一
、
橋
銭
の
儀
も
強
め
人
員
・
荷
物
の
多

ak陪
じ
、或
は
之

K
不
拘

制
詐
を
以
て
世
日
限
り
何
程
と
定
め
、
賃
銭
繰
接
仕
掛
置
べ
き
一
品
。

一
、
御
巡
幸
合
計
掛
り
朋
金
の
悦
は
、
沿
道
創
立
の
服
・艇
に
於
て
大

山川
省
出
納
局
預
ク
金
の
内
よ
り
可
受
取
と
と
あ
る
べ
し
。
山
ん
該
預

け
金
は
、
通
常
の
乎
制
を
以
て
同
局
よ
り
可
利
建
事
。

一
、
地
方
官
選
辿
・巡杯一
曾
街
等
、
地
方
本
務
の
矯
め
に
要
す
る

切
の
費
用
は
、
間
よ
り
共
地
方
・
似
の
経
授
に
可
相
立
。

一
、
勘
定
仕
上
料
口
類
纂
等
は
、
総
て
通
常
規
則
氏
準
じ、

区
分
す

べ
き
一帯。

抜
箔
料
授
受
規
則

第

一
一保

一、

笠
井
仙
の
技
泊
料
は
、
之
が
問
中
砕
を
製
し
、
控
・
泊
の
二
知
と

し
、
共
内
各
定
偵
を
三
等
に
区
別
す
る
と
と
左
の
如
し
。

主lをこ
よム一
人
民
付
十
五
銭

勅
任

J二

d..tr: 
ヰf等

一
人
に
付
十
二
銭

表
任・
判
任

拘
は
ら
十
。
各
杭
主
に
於
て
相
釘
一示
談
の

上
、
本
人
よ
り
直
に
現

金
に
て

可
受
取
事
。

ノ'...1，'
!.-fJ 

{時ミ

一
、
放
能
読
な
は
御
前
日
供
卒
の
者
に
映
り
桃
川
す
も
の
な
れ
ば
、

仰
先
琵
・
御
後
穫
は
勿
論
、
御
世
日
た
り
と
も
御
休
泊
所
外
の
地

に
於
て
-hm
川
す
る
も
の
L

如
き
は
、
此
定
的
に
拘
は
ら
歩
、
相川
口川

の
金
制
を
北
ハ
者
よ
り
む
に
現
金
に
て
可
受
取
引
。

}i
J
1
1

三ミ

引
似
い伯

一
、
桁
主
に
於
て
は
、
供
奉
の
間
々
到
ふ
訂
す
れ
ば
、
北
(
者
よ
り
直
に

訪
山
亦
を
受
取
り
、
共
地
の
鹿
戸
長
或
は
街
、
主
総
代
等
に
て
悉
骨
取

t
lリ
・
1
p
-

一組
め
mw

…1
Mけ
引

Un
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之 事 迎 矯第 南行 飴飴
者
。 。

伺 方在
。
聖 ラそ 所
苦'~ 機 前高民 よ後 三 山 石 rl~ 号 | 惜
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之 il主 移"衣妥御 外へ り
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北賢畢況皐を一・風土一、4覧天長 製一‘ ー、右 K 班ー、「師 I
で。てをて供撚門!照 糸但還皐於i'C限率
主. 銅供同展糸前令事合 、 って供令請
当主
場 合 使 。品奉先 ・ 選。各徐語kAar 、。11 利: 。 門仰を迦導 撚の 教 芸能官
通 御よ諮 。 、 糸儀 場話 j.L是
路 路{史諮り拘似議J.~七 使詰 症は 斜l及待11 先。
ょ拘製あ 殴 .奉 週び諮

，fXjl りあ糸れ、に合最t 銅迎 斑籍漢詞雫
ーd一・'f れ合ばヨた着 器の 。 あ 化
ま句
請ば mt係 K 各11 会，、 合時 総• .¥.fj校古護寺ソ れ串

あ 。 」二へり撚、 hi[ i'C ば敦
れ 棋に遇官糸御句 へ準 を教場
ば 上同御員機小コ 臨宅 更辰 1星主 へ
」二 じ、叉憩一幸 I'L陪
tと K 。製一一は 7杭'" íC::~ 1~計 之 使に答会

同 宅品 ili.l:楼」二 長枇節 殿供す、
じ 及長 . 、 へす 。化
。 製 び奉桜 町[ 1.f. 着。失感

間一円 工答一:.: -F 撚員 の 格11 二此に 作
を業すの 遇 。却 別用
供の。景糸率 教を
展覧況合供 ;場展

聖匝草紙、 IIJをの り ヱ恭 一 ー 一一
世りJ 駕 ~I~ 下 、て 重きし 、 1羽g:棒、、

tと り をを至皆 、の 明同聖滋腕 、i
逢 l乙北問仁 !f守凡如附 治日駕賀令矯 但.銅
ふ任 i皆束 にそ何る石 十 !l罪情呉服 、器
。を iてに宥此 J析を K 川 一令事下作j奉合
げ'!:地迎臨肝事 の察 、 l揺 年第 。 へ天主主1J1J:
幾方ふま治よ民 し 各令 九伺 御機の表
に 。さ を り を 、遊間 月天 、儀 ¥"j
は辱 J9iら恒l出愛以巡院 機 手乏白ノ~ 糾l は よ
夙う の才しり ん養てき;主

、
在m ~~I 奉り

夜し民
、 、 と し之の 敦 は行迎辺

出 、の今少す 、をよIJ，!- T行1 、拍2 の さド
勉生幸や し o ~!!f改?と !思 j羽i 時 。

、て iMii 時の良る ;{E 
令会国3frF f?L K ?日j[月イ可 も 11子 閣逃

、
所 t亡者主

挨のを 11以 を歩民 〆¥ !¥i持参す3
(J) 以 7象 宮せの ~多，主こ 境 上。
微 て せ り民 し利 上

木 ?4221-. 米 カミ サコ K め病 イ|突
を 之 →tんを 司1 i叶ヨll-f'iヲ o 
号提 に τ主M んと悉 。

脳ぜ カH tと と す し l乞

ん J、、 は する
、 於

。
ん るに孝z問，士t 

て
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。
国
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件
感
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至
り
に
堪
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祁
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で
高

歳
を
耐
し
奉
る。

明
治
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正
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山
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石
川
牒
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上
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恭
し
く
北
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の

常
利
均
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迎
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、
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組
に
腿
尺
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、
結
ん
で
施
政
の
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旨
と
附
明
治
の
沿
革
を
奏
す
。
匝

純
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不
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か
ら
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蒙
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好
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に
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況
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共
利
富
山
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て
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親
矢
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の
み
な

ら
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伏
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て
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に
僻
在
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筑
濯
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進
歩
勢

ひ
上
閣
の
脚
馳
す
る
に
能
は
歩
。
要
す
る
に
悶
臓
の
人
民
を
し
て
、

翠
意
の
在
る
と
と
ろ
を
識
ら
し
め
、
進
向
の
着
貼
を
誤
ら
ぎ
ら
し
む

る
に
如
か
A
V
J

と
夙
夜
愛
感
、
有
し
く
も
報
効
の
験
し
あ
ら
ん
と
と
を

一
芝
。
然
れ
ど
も
民
度
の
米
塁
ら
ざ
る
に
、
強
て
開
化
の

域

主

明

治

行

中

半

史

料

く
と
き
は
、
企
闘
未
だ
熟
せ
歩
し
て
事
を
禦
ぐ
る
に
念
な
る
も
の
と

同
一
般
、
幸
に
目
下
位
…
前
の
誌
を
立
つ
る
も
、
之
を
永
遠
に
維
持
す

る
能
は
歩
。
過
さ
に
人
心
を
撹
勤
し
、
却
て
一州
事
を
地
む
を
致
す
に

足
る
。
円
山
れ
設
良
企
の
底
世
と
一
式
ふ
べ
け
ん
や
。
回
純
孝
任
を
木
綿

に
奉
や
る
の
際
、
風
土
人
情
を
制
附
し
、
窃
か

K
以
魚
ら
く
、
事
を

事
げ
民
を
導
く
立
し
く
審
密
に
し
て
柄
逃
す
べ
か
ら
や
J

。
歩
々
相
顧

み
、
若
々
一
立
を
踏
み
、
常
に
方
余
の
地
を
占
む
る
を
以
て
針
貼
と
す
。

赴
を
以
て
腕
治
の
事
未
だ
意
想
の
十
が
一
を
了
す
る
能
は
歩
。
仰
て

負
荷
の
重
き
を
忠
ひ
、
脱
憾
恐
怖
の
至
り
に
堪
へ
や
J
O

型
閉
山
の
寛
宥
な
る
臣
が
鷲
胎
を
以
て
せ
歩
、
之
に
仮
す
に
歳
月
を
以

て
せ
ば
、
逐
衣
紺
に
就
き
績
を
底
す
も
の
あ
ら
ん
と
す
。
因
り
て
左

に
既
成
の
跡
を
佐
川
州
し
、
将
来
の
目
的
を
開
列
す
。

明
治
山
年
新
世
腕
の
際
、
金
禅
師
制
を
山
一也
か
れ
加
賀
闘
を
管
す
。
同
五

年
七
尾
腕
を
肢
し
能
登
闘
を
併
せ
ら
る
。
同
六
年
白
山
位
十
数
村
を

加
賀
閣
に
加
へ
ら
る
。
同
九
年
新
川
敦
引
間
服
を
股
せ
ら
れ
、
越
中

及
び
越
前
闘
七
郡
も
亦
併
せ
ら
る
。
去
に
於
て
金
管
凹
州
、
幅
員
七

百
六
拾
五
方
虫
、
戸
数
三
十
七
両
千
五
百
三
十
五
、
人
口
百
八
十

二
前
六
千
九
百
二
十
七
。
地
勢
北
海
に
演
し
東
南
に
山
岳
を
都
ぶ
。

九



明

治

行

幸

史

料

而
て
能
登
聞
は
椀
中
に
突
出
す
る
凡
参
拾
飴
虫
、
東
北
越
後
間
界
よ

り
四
南
近
江
園
田
作
に
至
る
、
道
程
殆
ど
七
治
虫
。
越
中
富
山
・
越
前
一附

井
に
文
胞
を
世
き
、
遠
隔
地
方
の
施
政
に
使
伝
ら
し
む
。

的
官
民
は
農
及
び
漁
を
以
て
専
業
と
す
。
世
服
以
来
多
少
水
平
の
天
災

を
免
か
れ
ざ
る
も
、
未
だ
非
常
の
凶
害
に
躍
ら
や
J

。
稼
杭
の
業
に
於

け
る
秋
熱
の
甲
乙
あ
る
も
、
概
ね
中
等
以
上
の
牧
入
あ
り
て
、
毎
年

管
外
へ
も
総
選
す
。
漁
業
の
得
る
庭
、
食
用
は
管
下
の
外
向
信
濃
・
飛

騨
等
へ
職
活
し
、
共
他
聞
圃
の
肥
廷
に
供
す
る
も
の
少
し
と
せ
や
。

士
族
教
授
の
方
法
は
、
世
服
の
始
よ
り
百
端
議
を
悲
し
苦
慮
す
る
も
‘

容
易
に
共
功
験
を
頴
は
す
に
至
ら
歩
。
或
は
北
海
道
の
移
住
を
謹
一
山

し
、
或
は
糊
業
授
産
場
を
設
け
、
士
民
貧
困
の
男
女
に
賂
分
の
業
を

授
け
、
或
は
家
秘
奉
還
等
に
よ
り
耕
地
を
所
有
す
る
あ
り
、
叉
は
雑

業
を
叫
出
品
む
あ
り
て
、
連
年
カ
食
の
端
を
起
さ
し
む
と
雌
も
、
多
数
の

士
族
一
朝
の
以
て
能
く
得
し
む
る
に
至
ら
十
。
只
管
将
来
に
着
目
す

る
底
は
、
大
に
物
産
及
び
工
惑
の
業
を
盛
大
な
ら
し
め
、
共
間
接
K

就
き
成
く
融
通
の
廿
誌
を
聞
か
ん
。

教
育
は
、
加
賀
・
能
登
閉
閣
に
於
℃
は
、
明
治
五
年
間
牢
制
頒
布
以
来
談

妹
提
刷
、
蒙
昧
を
聞
き
悩
恐
を
導
き
、

製
の
以
て
就
か
ざ
る
べ
か
ら

匹l
O 

る
と
と
を
倒
併
せ
し
め
、
伎
の
以
て
創
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を

説
示
し
、
数
年
の
後
到
る
鹿
児
十
校
の
設
け
あ
ら
ざ
る
ふ
な
き
に
五
る
。

越
中
間
及
び
越
前
閣
七
制
は
、
都
新
川
・敦
賀
附
臓
の
絡
を
俄
ぎ
、

漸
次
劃
附
註
疋
を
加
ふ
。
今
や
山
州
の
教
育
粗
一
般
に
郎
し
J
川
県

の
生
員
凡
そ
鼎
齢
三
分
の
こ
に
居
る
。
尚
早
事
進
歩
景
況
の
部
に
就
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明

治

行

幸

史

料

て
突
す
べ
し
。

物
産
及
エ
裂
の
将
来
K
4ん
北
目
す
べ
き
者
は
、山
民
事
の
改
良、

桑
茶

の
繁
殖
製
法
の
研
第
、
附
漆
器
薬
の
蛾
張
、
奉
書
納
及
び
製
紙
の
改

良
、
鉱
山
の
閃
坑
等
、
或
は
官
府
の
力
を
絡
る
も
の
あ
り
て
、
共
得

失
を
質
し
、
ふ
措
置
に
蛾
充
勧
奨
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
。
惜
別
に
糊
彰
式

方
法
の
部
に
就
て
奏
す
可
し
。

地
租
改
正
は
七
年
よ
り
若
手
し
、
加
・
能
問
凶
は
九
年
、
越
中
は
本
年

一
月
を
以
て
成
功
し
、
越
前
七
抑
亦
粗
卒
業
に
及
び
、
不
透
本
局
の

裁
可
を
仰
が
ん
と
す
。
四
ヶ
固
と
も
欝
租
の
寛
苛
に
図
り
新
和
に
増

減
あ
る
も
、
新
組
の
沓
税
よ
り
減
や
る
少
々
友
ら
歩
。
改
租
の
洪
恩

を
率
惜
し
、
民
力
を
養
成
す
る
特
に
此
時
に
あ
ら
ん
と
す
。

凶
荒
の
強
備
及
び
小
阜
の
維
持
方
法
、
改
相
減
税
の
思
探
に
よ
り
、

加
賀
・
能
登
登
及
越
中
凶
は
改
机
卒
業
の
年
よ
り
己
に
施
行
し
、
迫

匹l



明

治

行

幸

奥
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四

を二 を持 m 上方らし郡せ典
示百 維に る麟ん ‘匿す。=事げをし六 持陵 部 明。治と地改
、拾 しれ

抽識喜のす玄四 正民飴 ‘ん 有 十 網大。 賓 ら
の年 備と

功 ー は施れ
使世 持し 年を十方
を々来 宥-

月ト書草首 嚢t E一軍拡 事今助相能の一同能
等け糟登基園 登

しぎ園本の鳳闘 級 倫 よ調整 し
も志凋を命至珠洲 石 りて
の操 l牢立肱郡 川 細辞: 種:rr白. 金
。を郡てに宇都 牒は 融
怠繭しも出北 令 紙別 の舎ν の
ら浦も闘津方 E 込見 。 不
十村のす村村 六回 命脚使、 。る 位録を に
鮪日 民多藻 匝の以は苦
火 野 業

桐管エ明主以 の問寄
て古 大

山 添へ す申春よ のも入 な六行
津ニ る 純謹るり多
の郎 も蹴戴 孝 ん

所喜う 設開 し
鹿 の で と

も職 著 の世
の務 し 使人
。J二 き をに
と ヱ 助知
雄 霊草 けら
も の しし

宜同同問問問越中 雲 もめ
同同同越 のや

闘中 し を
。し

〈 新新射新川新孤波聞護起 て
新新新日 越川川水 川 能登
n! !!! "' 寧し郡部郡郡霊郡天郡し、間金 要圏郡郡郡郡
若入泊熊 て前11吉高 E 内民 揮
栗勝林 撤回嶋木江寺島益 以咋
村村村村 百村村村付村村を 町 て郡

亡亡亡亡 町 亡亡金亡金 亡守
難路

回米小椎 の結榊石 五た大長 に紳

間滞襲名 3城保黒山山十 3境谷 左1
を前

紋三 を 助 J路島，-十嵐の 川 敷
壁一左道

奏茜三兵衛門-1- 戎孫 き剥f

助郎街門三
、

せ助郎街 郎作 良也 行弘
し 人

円
以
郡
中
新
村
亡
森
丘
魔
右
衛
門

藩
命
を
奉
じ
て
殆

ε千
町
歩
の
閲
墾
を
奏
功
し
、
共
費
用
を
も
緋
ぜ

同

し
も
の
。

越
中
閣
新
川
郡
泊
村

亡

伊

藤

彦

四

郎

醤
蒋
に
請
う
て
開
墾
に
従
事
し
、
遠
隔
の
水
遣
を
延
き
、
百
二
十
飴

町
歩
の
新
聞
を
開
き
‘
井
に
畑
地
殆
苫
六
百
町
歩
を
水
回
と
な
ぜ
し

も
の
。

金

津

町

闇

孫

平

一
己
の
替
業
に
出
づ
る
と
雛
ど
も
、
偶
然
民
産
を
誘
導
し
、
父
子
屡

裕
外
に
渡
航
し
て
輪
出
の
端
を
開
き
し
も
の
。

中

金

津

町

林

柴

弐

郎

未
だ
民
益
の
賓
効
を
奏
せ
ざ
る
も
、
絶
妙
の
機
械
を
種
明
し
・
他
日

岡
山
祉
を
興
さ
ん
と
す
る
も
の
。

越

中

園

射

水

郡

伏

木

村

藤

井

能

三

耀
明
謹
を
築
き
串
校
を
興
し
、
新
遣
を
開
き
、
共
他
民
の
使
を
興
ふ

る
の
志
徳
く
、
将
来
民
益
を
矯
さ
ん
と
す
る
有
力
の
も
の
。

越

中

園

新

川

郡

泊

村

小

津

興

三

組
父
助
右
衛
門
・
父
興
=
…
衛
門
の
遺
志
を
鰻
ぎ
、
自
己
持
高
の
内
百
九

明
治
行
幸
市
民
料

!
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-
-
-
A
F
f
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l
-
-
q
u
i
d
d
l
j
t噴

十
二
石
飴
を
除
請
し
て
郷
阜
の
窮
民
救
助
の
費
に
充
て
、
連
綿
三
十

九
年
問
、
積
む
鹿
の
米
計
千
四
十
飴
石
。
三
代
志
を
一
に
せ
る
も
の
。

富

山

町

岡

問

屋

嘉

兵

衛

鷲
藩
の
カ
を
織
り
て
多
年
間
刻
苦
勉
強
、
水
道
を
通
じ
、
矯
め
に
人

民
の
共
他
民
集
り
来
り
、
開
拓
に
従
事
す
る
も
の
多
く
、
絡
に
石
高

二
千
石
、
戸
数
三
百
四
十
飴
戸
の
地
を
聞
き
し
も
の
。

乙

吉宮

越
前
闘
大
野
郡
大
野

内
山
七
郎
克
衛
門

経
済
に
遇
じ
、
核
地
士
族
自
替
の
主
と
な
り
、
盛
に
遇
商
を
聞
き
、

偶
然
民
産
を
導
く
も
の
。
越
前
園
南
保
闘
河
野
浦

中

村

三

之

丞

同

右
近
構
お
衛
門

許
多
の
費
金
を
負
強
し
、
困
難
な
る
新
避
を
開
き
、
民
使
を
起
せ
し

も
の
。

越
前
闘
今
立
郡
石
岡
村

高
島
普
右
衛
門

一
身
の
浮
沈
を
顧
み
や
、
殖
産
の
一
部
を
勤
め
し
も
の
。

加
抑
片
岡
江
沼
郡
大
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せと えF- .f['-十 幸 係答 )j 1lX: ]ド慌 ヰfl1"3'11 り
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月人動係先が 付販 iXil 分之絡は待11 熊
ト匂:源り護r民"" 居 、 問高 巡 儀候方課壁建 谷五日助、 宅 J!lJ ぎβ は。等ー '久
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市
し
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供
奉
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諸
官
員
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初
め
、
共
他
需
伺
天
機
御
参
所
の
方
k
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様
、
服
臨
よ
り
般
掛川
御
談
相
成
候
得
共
、
中
-R

難
運
、
日
数
二
十
九

一
例
、
大
紙
附
凶
樹
、
鍬
瓶
一
…
側
、
雑
水
溜
二
側
、
椅
子
十
脚
、
問
昇

日
聞
を
経
て
、
九
月
三
十
日
に
至
り
漸
く
工
事
落
成
致
候
。
叉
同
月
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、
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一
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致
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候
庭
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も
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に
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満
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仕
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岡
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持
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致
さ
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)
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井
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・
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侍
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給
仕
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致
し
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付
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釜
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及
龍

共
一
組
、
燭
議
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、
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金
二
十
問
、
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燈
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張
、
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界
風
三
壁
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玉
座
に
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て
、
俳
聞
を
侍
従
・
侍
制
御
山
K
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次
部
屋
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供
治
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所
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子
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問
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官
官
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御
肱
に
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四
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座
敷
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内
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御
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に
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次
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八
段
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井
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間
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併
せ
内
廷
謀
御
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御
物
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入

仰
長
特
等
牧
鍬
所
に
、
・
彦
十
郎
部
屋
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調
度
謀
御
府
K
、
東
の
座
敷
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町
井
六
挫
の
間
を
併
せ
、
之
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御
巡
幸
御
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判
任
官
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省
庶

務
部
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納
判
例
・
式
部
臨
御
席
に
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茶
の
間
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内
膳
御
料
理
場
に
一

一
長
所
上
口
の
問
を
調
度
物
置
に
、
民
を
区
劃
し
て
地
方
官
井
直
吏
御

応
に
、
ム
口
礎
所
に
は
御
来
輿
を
納
め
、
傍
ら
に
輿
丁
御
抑
刷
所
を
設
け
、

買
込
六
挫
の
聞
を
近
衛
兵
御
守
街
所
に
、
四
の
二
階
浪
の
間
及
び
丸

窓
の
間
を
併
せ
仲
間
山
御
局
に
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同
八
段
の
問
を
内
廷
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井
御
厩
謀
御
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子
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州
、
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六
口
、
草
子
三
組
、
皆
兵
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餓
瓶
風
呂
共
三
組
、

銃
三
十
側
、
山
択
取
凶
制
、
火
第
三
割
、
雑
水
泊
三
側
、
水
次
三
例、

水
道
桶
二
側
、
水
荷
桶
一
荷
、
油
故
三
側
、
摺
附
木
十
宮
入
三
包
、

水
瓶
二
側
、
茶
兵
一
式
、
茶
碗
六
十
側
、
蝋
燭
二
百
五
十
挺
、
共
他

御
談
外
心
付
の
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々
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上
等
燭
韮
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金
界
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一
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手
行
燈
六

府
に
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同
六
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問
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内
膳
諜
御
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東
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二
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八
挫
床
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間
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臣
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参
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・
卿
・
輔
・
普
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御
府
K
、
衣
の
八
挫
の
間
を
御
巡
幸
御
用
係

委
任
官
・
宮
内
奏
任
官
・
式
部
泰
任
官
・
各
憾
表
任
官
御
席
と
た
し
、

張
、
手
間
凹
側
、

心
切
・
心
細
川
各
十
側
、
蝿
帳
三
つ
、
虫
取
一
一
側
、
水

漉
三
制
、
御
行
水
盟
二
側
、
御
手
洗
鉢
一
側
、
掛
探
火
鉢
四
例
、
組
棚
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機
順
次
仰
参
所
有
之
、
共
都
度
廊
下
に
於
て
列
を
撃
で
拝
樹
被
詩

仰
付
候
様
見
受
候
。
叉
御
駐
耕
地
中
百
事
御
用
抑
方
相
勤
候
。
斯
く
て

五
日
に
は
御
護
輩
相
成
候
を
以
て
、
官
内
省
よ
り
菊
御
紋
章
三
組
、

銀
証
如
、
紅
白
縮
綱
三
巻
、
幣
二
百
則
一
封
、

以
上
三
制
御
下
川
柳
相

成
、
説
而
十
本
拝
戴
候
。

而
し
て
此
日
午
前
第
七
時
開
御
護
部
品
相
成
候

慮
、
古
市
町
は
戸
毎
K
御
閣
放
を
掲
げ
て
、
首
尾
能
く
御
護
輩
被
錆

在
候
を
耐
し
奉
り
、
人
々
大
敬
踏
を
友
し
て
龍
駕
を
奉
迭
す
。
叉
市

中
御
通
常
之
線
路
御
瞥
備
御
守
護
方
紘
一
寸
は
‘
総
て
御
渚
較
の
時
に
同

じ
。
此
に
於
て
自
分
儀
手
代
川
崎
停
七
郎
召
連
れ
、
御
儀
伎
の
後
に

従
ひ
、
野
々
市
騨
ま
で
供
奉
仕
、

同
騨
に
て
暫
時
御
小
休
被
常
在
候

に
付
、
御
駐
諮
中
御
腕
懇
被
仰
下
候
諸
官
員
の
方
々
へ
拝
印
刷
仕
、
厚

く
御
遊
山
の
詞
・閉
上
げ
奉
り
、
良
久

b
っ
て
龍
蹴
美
は
し
く
御
護
輩

被
篤
遊
侠
を
乍
恐
奉
仰
拝
、
鳳
輩
の
遠
く
被
篤
進
候
に
及
び
逝
か
に

拝附附
し
て
、
午
前
第
十
一
時
邸
宅
仕
候
。
叉
本
日
非
直
の
供
事
諸
官

民
方
に
も
総
て
御
護
車
相
成
、
地
方
官
井
直
吏
御
詰
合
の
方
々
も
迫

k

御
引
取
に
て
、
午
後
第
一
時
迄
に
全
家
御
引
渡
に
付、

E
K棋
川

文
次
郎
氏
方
よ
り
難
応
を
、
松
原
町
持
家
よ
り
家
族
を
、
夫
k

引
取

り、

λ
尾
・高
木
間
氏
へ
預
世
候
口
問
々
の
践
は
綬
k

引
取
り
、
円
前
日

り
。
猫
此
の
衣
第
は
明
日
拝
謁
の
上
奏
上
致
す
可
く
云
云
、
被
渇
仰

述
。
伺
℃
私
K
於
て
は
御
褒
詞
を
受
け
貨
に
州
出
入
申
候
。
乍
去
斯
る

仰
陳
の
茅
屋
御
構
も
無
之
、
長
く
も
行
在
所
の
命
を
拝
す
る
を
得
、

尚
且
特
典
の
賜
物
を
拝
戴
せ
し
と
と
、
管
に
一
身
の
光
柴
の
み
な
ら

や
J

、
高
世
不
朽
一
家
の
顛
柴
を
蒙
り
、
子
々
孫
々
永
く
此
の
飴
長
身

に
溢
れ
、
欣
k

舞
踊
に
不
耐
候
へ
ど
も
、
唯
恐
ら
く
は
柴
扉
雨
露
を

御
凌
ぎ
被
需
遊
候
症
に
て
、
紙
一
砥
の
尚
閉
山
市
挨
の
報
を
も
凶
る
能
は

ホ
ノ
、
商
事
叡
憾
に
趨
は
ざ
る
は
勿
論
、
却
て
玉
慨
を
読
し
奉
り
候
印
刷

と
、
之
の
み
恐
慌
の
至
り
に
耐
へ
や
J

候
旨
御
答
申
上
。
而
し
て
御
澗

等
献
上
仕
度
に
付
、
暫
時
御
休
憩
被
成
下
候
様
巾
上
候
似
北
ハ
、
何
か

御
取
念
の
趣
K
て
、
最
も
御
感
惣
に
仰
挨
拶
被
矯
仰
也
候
て
、
早
k

御
技
館
へ
御
良
被
矯
在
候
。
翌
六
日
よ
り
王
座
跡
拝
み
と
し
て
、
市

中
の
人
々
通
観
致
さ
せ
候
庭
、
同
日
暁
天
よ
り
老
幼
抗
女
を
問
は
歩
、

拝
槻
の
人
k

山
闘
に
群
集
し
、
南
町
大
半
は
人
馬
の
通
行
は
克
也
、

質
に
立
錐
の
地
も
・
在
ら
ざ
る
様
見
受
け
候
に
付
、
大
戸
口
よ
り
附
次

屋
内

へ
相
通
居
候
慮
、
人
々
先
を
年
ひ
、
絡
に
は
応
口
よ
り
理
不
能

に
も
抑
入
ら
ん
と
し
、
共
雑
裕
一
方
な
ら
歩
、
漸
く
部
を
卸
し
之
を

を
担
ぐ
を
得
、
即
ち
大
戸
口
よ
り
相
通
し
、
午
後
第
三
時
に
至
っ
て

明

治

行

幸

史
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-、
時、

J

J

J
ノ

は
手
代
北
ハ
初
め
一
同
数
日
来
の
疲
務
を
慰
し
、
休
業
し
て
以
て
首
尾

能
く
御
渡
部
品
被
話
在
候
を
相
悶
し
、
杯
を
梨
げ
て
御
治
世
国
土
成
を

唱
ふ
。
然
る
底
此
日
午
後
五
時
頃
、

一
候
を
召
連
れ
ら
れ
た
石
官
民

御
一

-名
御
出
に
て
、
行
在
所
御
究
相
成
度
御
申
入
に
付
、

則
御
姓
名

御
伺
中
上
候
底
、
一
葉
の
名
刺
御
山
花
出
相
成
、

一
等
侍
郁
佐
々
木
高

行
と
御
座
候
に
付
、
不
取
敢
御
通
申
上
、
東
の
二
階
大
臣
方
御
席
跡

へ
御
誘
引
仕
、
先
づ
御
茶
菓
を
献
上
し
、
夫
よ
り
玉
座
を
始
め
、
問

毎
に
御
案
内
巾
上
御
覧
K
入
れ
候
庭
、
御
復
肱
の
上
、
余
は
返
上
御

代
理
と
し
て
山
形
脱
下

へ
巡
腕
を
命
ぜ
ら
れ
、
矯
め
に
胤
較
に
相
後

れ
候
と
と
数
日
問
、
依
て
本
日
は
是
非
聖
上
に
御
追
従
申
度
取
念
ぎ

来
候
符
共
、
強
て
川
口
同
行
在
所
は
共
休
裁
等
百
市
中
十
分
に
相
整
ひ
居
候

段
聞
及
居
候
に
付
、
一
覧
致
さ
ピ
る
は
遺
憾
の
と
と
と
存
じ
、
拾
に

足
を
止
め
て
一
泊
し
、
御
多
忙
中
を
胃
し
推
参
せ
り
。

而
る
に
今
熟

k

通
覧
す
る
に
、
会
家
の
締
法
美
K
し
て
且
蹟
く
、
放
に
各
席
の
配

設
方
は
勿
論
、
玉
座
の
結
構
等
に
至
つ
て
は
一
も
遺
る
所
左
く
、
総

て

一
家
に
し
て
如
此
十
分
共
休
裁
の
完
備
し
た
る
は
、
今
日
迄
未
だ

撃
て
見
ぢ
る
底
の
行
在
所
に
し
て
、
聞
き
し
に
勝
る
と
と
高
k

、
主

上
に
も
定
め
し
叡
胞
に
被
魚
趨
候
俄
と
、
余

K
於
て
も
大
に
満
足
せ

訪
日
の
縦
覧
を
止
む
。
翠
七
日
・
八
日
も
亦
た
斯
の
如
く
、
来
搬
を
乞

ふ
者
日
に
多
く
、
雑
沓
踊
甚
だ
し
く
候
K
付
、
九
日
よ
り
断
然
参
視

を
謝
絶
し
、
唯
親
類
及
び
知
巳
の
人
々
、
得
意
先
客
人
等
、
情
宜
不

得
止
人
々
に
限
り
内
々
拝
観
致
さ
せ
候
。
叉
官
内
省
よ
り
御
下
賜
の

三
口
問
、
及
び
行
在
所
の
御
襟
一
枚
、
以
上
凶
点
は
之
を
我
家
の
霊
貨

と
な
し
、
永
世
子
孫
に
停

へ
ん
矯
め
、
別
注
桐
の
梢
を
緋
へ
鍬
め
置

き
、
子
孫
此
川
仰
を
奉
持
し
て
明
か
も
製
部
せ
ざ
る
談
結
而
保
護
致
す

ぺ
く
云
云
、
恨
戒
の
言
を
書
し
世
候
。
尚
叉
行
在
所
諸
事
情
一
一
山
調

製
致
世
き
候
。

/、
ザヒ
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解
説

我
が
図
本
州
の
日
本
海
沿
岸
を
稿
し
て
装
日
本
と
い
ふ
と
と
が
る

る
。
太
平
洋
に
街
す
る
地
域
を
表
日
本
と
す
る
の
に
謝
す
る
名
だ
が
、

我
等
は
い
づ
れ
の
時
か
ら
、
誰
人
に
よ
っ
て
と
の
諾
が
用
ひ
ら
れ
初

め
た
か
を
知
ら
ぬ
。
但
し
太
平
洋
方
而
を
表
と
す
る
思
想
は
、
日
本

が
北
亜
米
利
加
ム
口
栄
闘
と
相
劃
す
る
地
位
を
占
め
て
か
ら
後
に
起
つ

た
も
の
で
あ
る
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
随
っ
て
北
米
と
の
閲
係

の
生
じ
た
提
替
彼
理
来
航
以
後
の
と
と
で
あ
る
が
、
と
の
用
語
は
尚

そ
れ
よ
り
も
た
く
れ
て
、
明
治
年
聞
の
地
理
部
十
者
に
よ
っ
て
採
用
さ

れ
出
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
の
地
理
皐
者
が
何
人
で
あ
る
か
も
、

詳
し
く
研
究
す
る
な
ら
ば
、
非
常
の
勢
力
を
費
さ
や
と
も
‘
決
定
し

得
べ
き
問
題
に
相
違
な
い
。

我
等
の
住
居
す
る
石
川
腕
が
嘉
日
本
の
一
部
で
あ
る
と
と
も
、
今
日

に
し
て
は
誰
も
否
定
す
る
も
の
が
な
く
、
問
中
ろ
首
然
の
や
う
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
と
と
に
・
な
っ
て
ゐ
る
。
併
し
・
な
が
ら
日
本
海
沿
岸
と
い

へ
ど
も
、
盛
岡
の
最
初
か
ら
宴
で
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
は
決
し
て
無

明

治

行

幸

史

料
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ぃ
。
出
雲
文
化
華
や
か
に
し
て
特
土
と
の
交
通
旺
で
あ
っ
た
時
は
い

ふ
ま
で
も
友
く
、

湖
海
の
屡
々
来
航
し
た
平
安
朝
初
期
に
至
る
ま
で

は
、
山
陰
・
北
陸
の
地
と
そ
、
堂
々
た
る
帝
閣
の
表
玄
闘
で
る
っ
た

笹
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
か
ら
後
は
い
け
・
な
か
っ
た
。
朝
鮮
も
支
那
も

和
聞
も
、
す
べ
て
鍛
四
一
方
か
ら
入
り
込
む
と
と
に
友
っ
た
。
武
家

の
拘
府
を
聞
い
た
地
も
、
或
は
太
平
洋
の
入
江
で
あ
る
淵
戸
内
海
に

近
い
地
賠
で
あ
り
、
或
は
直
接
太
千
洋
の
波
に
岸
を
洗
は
せ
る
地
方

で
あ
っ
た
。
と
の
頃
か
ら
、
よ
し
京
日
本
の
訴
が
未
だ
世
に
刑
ひ
初

め
ら
れ
・
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
一
品
質
北
陸
道
は
我
が
閣
の
一
誌
で
も
あ

り
、
隅
で
も
あ
っ
た
。
王
化
に
需
は
ぬ
と
言
へ
ば
語
弊
が
あ
ら
う
が
、

王
化
に
需
ひ
錠
ね
た
事
は
疑
ひ
得
ぬ
。

そ
の
と
と
を
詩
擁
立
て
る
一
方
法
と
し
て
、
骨
て
至
命
に
し
て
北
陸

に
巡
狩
せ
ら
れ
た
方
が
あ
っ
た
か
何
う
か
を
考
へ
て
見
た
い
。
北
保

氏
が
順
徳
天
皇
を
佐
渡
に
播
還
し
ま
ゐ
ら
す
る
の
暴
患
を
敢
で
し
た

際
、
都
か
ら
越
後
に
至
る
ま
で
、
必
歩
陸
路
を
取
ら
せ
ら
れ
た
と
と

L

m
山
は
れ
る
が
、

と
の
時
天
皇
は
い
叫
に
今
上
で
も
泣
く
、
随
っ
て
情

成
の
傘
大
を
仰
ぎ
見
る
ぺ
き
巡
狩
で
も
ム
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
明
治
十

一
年
、
明
治
天
皇
が
と

L

K
柳
川
興
を
廻
ら
し
給
う
た
こ
と
は
、
我
が

4
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馬根恐主主共る六本外と所しかしそみ し 樹
だよ しく に 北 哉書 rc ~ にたにたの K て氏
とりく 二点角で 刊 史 fC 'eli; のなも 他 就 出 の
孝えも間三部 K ib行料附てがら ののい 版陸
へ 上 q~ ~を生つのが il売さ 、 んで公てせ路
てに偉 1旦2主拝来た際友 し せととあ文はら週
央あ大 し子 告:校 いてら の し る書 、れ記
れ るのの奉屋で 訂 や世 れ刊てがが 石 てが
た や も護つがあのういた本ゐ、あ 川 ゐあ
。うの たある任にた ~tl ある御ー る !I限陪 るり
勿にでで o っ o fC }，ι 。屋る。 遇。 と、
論 忠 ああ拝た金古Jふ我家 所そ 輩 公にと明
貨はつつ視 。樺 つ 。等の 以れ日文 蹴 は治
際れて宅者そのた の記でを誌書す 周十
illI た、 はと橋余 9:[1 銭あ i'fi とは る知三
刺 0 そ暴+の場は るがる字共と所せ年
比 光の 亘 i~f 町、 腕あ o rc K ののら六
主1考頭をこ 下か行 闘っそ し、刊例lれ月
馬はが?ゴ認シ・十 にら幸 でたので殆本通てに

で そ生一重立尾の はか外保んに離ゐは
あれ某頭 とつ 張明 、 ら tζ (f-ど 1'f日 る !宮
つを 子のいて 町治 ぇ寸、、 、三i):を京幸誌 内
た 1111屋ふ‘にト のそ禅臨)1 fi乱雑が石省
か刺の驚程先右ー 所れの らの記あ 川 蹴
何比 IJ、は で考折年 と を行う すと り 豚版
う:illi屋、は とすに の も在と み題 、のと

ーれ正一尺年加か

年に行r:ni し 長越FIE は
昭 ら答と 1屯 て と."fm {;:a; 
キ11 し への皐 他 見史か
'じ い る訣校の え談 で
~p.と の 別 のー る合主主
十思で K t皇人 。 のい
ー ひ あ 就上と 氏幹

。

月 f主 る ν、 に共は事:記
カZ 。 て於に育で憶

4支 ら余ピて 1Iり"!Aあは

百1
承はあど答 る l栓
つ氏つあを製 2氏反 と

者a たのたつ試絞 れ
と と 。 たみの柴だ
と の甲 。 ら 俊 太け

日 が物が題れ等良1)K 
あ ft1~. n-~j 日 た生氏止
るをひは

。
と はつ出 。

‘か楠 場 し 、て

tまけ五月I'て余 ゐ
にる成は

、
よ る

副長 も と と石 天 り 。

明乙そ川 ゑ員 は
治がの 腕に大
十そ 子第随分

I列 もがるて陽明等 し 土う衣戸y い制 裁たあ図
‘b、 、と所・ 、光瞭は とかか 夜をのとつ限7口
十亦 のの 明がに直 の

。
カヨ は ↑変 i政: と た民:

ー か行 も治今感 K も石高 j岱明か治かのあ
年 うさドのの し 得 l盟是問認。 の乗っ けしに 。 で つ
の しにで行 頭せ 下 上 の て離みな彼等 あて
天 た開あ幸上す"のさを至ゐれ ‘つ るよ
皐迎lす り はかに赤へ It止命 る て 沓務 た は 。 り
司'一す r:l:1る

、 、
らは子目つが と居 と車ffi地と

幸か 史 叉 北射 居でのて来いる侯と新方の
は ら料忘陸る らあ あ走ら ふのを をののか、
出 をれ i立がれり たせせ憾で本列!大 士たと
護保得麓ー主j:iな

、
り た給たあふつ政民 . の す ;(c手ざ-[・ か干fi:拝で う ら るの で 鑓が振~F-

る し る悶思つ閣ま はた が'!1!i居に 、古五
。 よ所 のはたのれ主主馬で 、 もた よい 曾未月
う の蒼れ 。 園給い車 あ さ 友 。 っか

一 と も生た霞民う かの つ しいだて に有ート
志のが 。 はでた 。轍た昇 でが 之と

一 すで
、
と l碕あでヰE が 。つは 心 我に F~ 日

J念も志のれるは窓 、然たなのが封す太
のるる意 てとえ主の現 る j:if~ か 奥閤 じ ぺi改

官 探るべ味姉と い中宮 に 日 つに が て きν、 。かに々をかに K 今にたは天感躍カミ
と我ら於た直 。 は と は霞 。封皇激事ら
と等ざいる械我かの ど の長建親 しで、

と ま 日 あ rc今の む と 郎 川 るに 議京後来
ので.iE つ 至庄 で は月Ji' の は ml九進定を告る
御長短午たるに 、進 の頃 そ境月 まの !日 しノ1
巡符でが三御従lま も の の 川 二せ虫n護た )j
主幹 に あ ‘ 干支 抗可 せの石橋を 十ら し K fC 
金供っそ を泊魚、らで川 上 isl八れ K 給初 北
間奉たれ過あ津れあ j際 で・ ら lヨ 質ふま |佳
t亡 し 。 を しら たつは奉せ後11二耶11行と
開た!降板給せ官とた 、担!ら かせと 、東
す 。令興 う ら 山 と 。 越 し れ五のらが八海
る は に た れ はだ ~tl 奉た !I;y支れ 附;月 二
百己 と召 。 、 i寸k ‘か ザつ 。初障て定十道
主主 L し腕 殊石と らが1 た!限 め も 1・し日 に
に でてのに動の 、 ypJリ、 。令 て dう武た に御
は 事 越南金 ・ 後!照 桐 石ら蹴の友巡デードベ、
迭 さ;境 諜金 十内能 山川 せ J~_ でつ

イ共 しせはで禅 こ に 登
惣守二 l照ら野あてあ

者三 て給越は 日 11'1及 のれ . る 、 ら
員

、
う 前十 IJ、r:司駕び 北十 信iA吾， 。ヌト -lt'

-0' 尚た 敦月松のの越 大境 、 か月 ら
証う 敦の賀二 久駐前 普:な第 三る
つ 引は対11 日 ヌL しま Uつ 記 越る三後越て十ぺ
た の 、;;fミか岡き ら 嶺 官 ト御日き
近 行 十 芽ら戸IIIFtI にせ 北 熊中日と護車官3と
日ま 在 月 111幸 四 チト.瓦若を 野 閣目 11国 替 と
芳 所 九で日.る し 合 九新 t:r.. :lたは東を
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